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(57)【要約】
【課題】分離する部分を手で分離した後、内シートをそ
の手で抜く際に、その手を持ちかえることなく、より容
易に引き抜くことができる包装おにぎりを提供する。
【解決手段】包装おにぎり１０は、内シート４０と外シ
ート３０と内シート４０と外シート３０に挟まれて配置
されるシート状食品５０とが積層状態で構成される包装
体２０が、内シート４０の内側でおにぎり１００を内包
する。包装体２０は、おにぎり１００を内包した状態に
おいて、切除される切除部２７を備え、おにぎり１００
とシート状食品５０との間に位置する内シート４０と、
切除部２７の終端部２７ｂとが連結され、切除部２７が
切除されるときに、おにぎり１００とシート状食品５０
との間に位置する内シート４０を引き出し可能とされて
いる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内シートと外シートと前記内シートと前記外シートに挟まれて配置されるシート状食品
とが積層状態で構成される包装体が、前記内シートの内側でおにぎりを内包する包装おに
ぎりであって、
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を備え、
　前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端
部とが連結され、
　前記切除部が切除されるときに、前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前
記内シートを引き出し可能とされていることを特徴とする包装おにぎり。
【請求項２】
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、前記内シートと前記外シートと
が重ね合わされて接着された接着部を有し、
　前記切除部が切除されるときに、前記接着部から前記包装体の前記切除部以外の部位を
構成する前記内シート及び前記外シートが分離可能とされる分離手段が配設されているこ
とを特徴とする請求項１記載の包装おにぎり。
【請求項３】
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、前記内シートと前記外シートと
が重ね合わされて接着された接着部を有し、
　前記切除部が切除されるときに、前記包装体の前記切除部以外の部位を構成する前記内
シート及び前記外シートに前記接着部が含まれないように誘導する誘導手段を備えている
ことを特徴とする請求項１記載の包装おにぎり。
【請求項４】
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、前記内シートと前記外シートと
が重ね合わされて接着された接着部を有し、
　前記包装体には、前記切除部が切除されるときに、前記内シートと前記外シートとの接
着部分を剥離可能な剥離手段が配設されていることを特徴とする請求項１記載の包装おに
ぎり。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おにぎりと海苔とを分離状態で包装する包装おにぎりに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の包装おにぎりとして、特許文献１に記載されるものがあり、これによれば、矩形
体フィルムの両短手辺部分を分離片とするミシン目を設け、他の外周縁部を接着代とした
外フィルムの内側面上に海苔を重ね、さらにその内側面上の接着代より内方に位置し、か
つ、短手辺部のみが上記分離片部分に重なるように内フィルムを重ね、その上で内フィル
ム上ににぎり飯を載せ、外フィルムを内フィルムと共に二つ折り状に折り返してにぎり飯
の上に折り重ね、分離片部分とこの部分に重なった短手辺部とを熱融着等により接着し、
接着代同士を熱融着等により接着して形成されていた。
【０００３】
　そして、分離手段によって外フィルムの分離片を分離すれば、この分離片と共に包被状
態の外フィルムから内フィルムを引き抜くことができ、容易に海苔とにぎり飯を合体させ
て海苔巻きおにぎりを得ることができることとされていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０７－２７４８７０号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記特許文献１の包装おにぎりでは、外フィルムの分離片を分離する方向と、
内フィルムを引き抜く方向とが直交しているので、分離片を持つ手を持ちかえる必要があ
り、引き抜き動作がしにくいという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みて、分離する部分（分離片）を手で分離した後、内シート（内
フィルム）をその手で抜く際に、その手を持ちかえることなく、より容易に引き抜くこと
ができる包装おにぎりを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明では、内シートと外シートと前記内シートと前記外シートに挟まれ
て配置されるシート状食品とが積層状態で構成される包装体が、前記内シートの内側でお
にぎりを内包する包装おにぎりであって、前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態に
おいて、切除される切除部を備え、前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前
記内シートと、前記切除部の終端部とが連結され、前記切除部が切除されるときに、前記
おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートを引き出し可能とされている
ことを特徴とする。
【０００８】
　これによれば、切除部の終端部において切除部とおにぎりとシート状食品との間に位置
する内シートとが連結されていることにより、切除部を切除する手の動きを利用して、お
にぎりとシート状食品との間にある内シートを引き出し可能となる。よって、内シートを
手で持ちかえることなく、より容易に引き抜くことができる。
【０００９】
　また、前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、前記内シートと前記外シ
ートとが重ね合わされて接着された接着部を有し、前記切除部が切除されるときに、前記
接着部から前記包装体の前記切除部以外の部位を構成する前記内シート及び前記外シート
が分離可能とされる分離手段が配設されている。
【００１０】
　これによれば、接着部から内シート、外シートを分離可能となるので、内シートを容易
に引き抜くことができることにつながる。特に、包装体の密封性を確保するために、切除
部の切り始めが接着部に設けられて、そのまま切除部を切除すると、包装体の切除部以外
の部位に接着部が残ってしまう場合に、分離手段により、接着部から、内シート、外シー
トを分離可能となるので、内シートを確実に引き抜くことができる。
【００１１】
　また、前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、前記内シートと前記外シ
ートとが重ね合わされて接着された接着部を有し、前記切除部が切除されるときに、前記
包装体の前記切除部以外の部位を構成する前記内シート及び前記外シートに前記接着部が
含まれないように誘導する誘導手段を備えている。
【００１２】
　これによれば、包装体の切除部以外の部位を構成する内シート及び外シートに接着部が
含まれないようになるので、内シートを容易に引き抜くことができることにつながる。
【００１３】
　また、前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、前記内シートと前記外シ
ートとが重ね合わされて接着された接着部を有し、前記包装体には、前記切除部が切除さ
れるときに、前記内シートと前記外シートとの接着部分を剥離可能な剥離手段が配設され
ている構成としても、内シートを容易に引き抜くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第一の実施形態における包装体の分解斜視図である。
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【図２】同実施形態の包装体の展開平面図である。
【図３】同実施形態の包装おにぎりの正面図である。
【図４】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図５】使用態様の説明図で、図４の続きである。
【図６】使用態様の説明図で、図５の続きである。
【図７】使用態様の説明図で、図６の続きである。
【図８】使用態様の説明図で、図７の続きである。
【図９】本発明の第二の実施形態における包装体の分解斜視図である。
【図１０】同実施形態の包装体の展開平面図である。
【図１１】同実施形態の包装体の後側からみた斜視図である。
【図１２】同実施形態の包装おにぎりの正面図である。
【図１３】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図１４】使用態様の説明図で、図１３の続きである。
【図１５】使用態様の説明図で、図１４の続きである。
【図１６】使用態様の説明図で、図１５の続きである。
【図１７】使用態様の説明図で、図１６の続きである。
【図１８】本発明の第三の実施形態における包装体の分解斜視図である。
【図１９】同実施形態の包装体の展開平面図である。
【図２０】おにぎりの包み方の説明図である。
【図２１】おにぎりの包み方の説明図で、図２０の続きである。
【図２２】おにぎりの包み方の説明図で、図２１の続きである。
【図２３】おにぎりの包み方の説明図で、図２２の続きである。
【図２４】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図２５】使用態様の説明図で、図２４の続きである。
【図２６】使用態様の説明図で、図２５の続きである。
【図２７】使用態様の説明図で、図２６の続きである。
【図２８】本発明の第四の実施形態における包装体の分解斜視図である。
【図２９】同実施形態の海苔の展開平面図である。
【図３０】同実施形態の内シート及び壁形成シートの展開平面図である。
【図３１】同実施形態の包装おにぎりの斜視図である。
【図３２】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図３３】使用態様の説明図で、図３２の続きである。
【図３４】使用態様の説明図で、図３３の続きである。
【図３５】本発明の第四の実施形態における包装おにぎりの変形例の正面図である。
【図３６】同変形例の使用態様の説明図である。
【図３７】使用態様の説明図で、図３６の続きである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明による包装おにぎりの第一の実施形態を図面に基づいて説明する。包装おにぎり
１０は、概略的には、図１～３に示すように、外シート３０と、内シート４０と、内シー
ト４０と外シート３０に挟まれて配置されるシート状食品５０とが積層状態で構成される
包装体２０が、折り曲げられた状態でおにぎり１００を内包するものである。
【００１６】
　包装体２０は図１、２に示すように、外シート３０と、内シート４０と、シート状食品
５０と、で構成されている。なお、包装体２０の説明においては、図２の紙面における上
下を上下方向、図２の紙面における左方向を左、右方向を右とし、図２の紙面における手
前側を前、奥側を後方向とする。
【００１７】
　外シート３０は、透明で可撓性を有するとともに上下方向に易開封性を有する合成樹脂
で矩形状に形成されている。外シート３０の上下の外周縁近傍には、包装おにぎり１０を
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開封するときに切れる方向を誘導する、カットテープ３１、３１が左右方向に沿ってそれ
ぞれ配設されている。外シート３０の右側の後述する幅広部分２２となる部分の近傍には
、分離手段としてのミシン目３２が形成されている。
【００１８】
　内シート４０は、透明で可撓性を有するとともに上下方向に易開封性を有し、かつ、表
面が高い滑り性を有する合成樹脂で矩形状に形成され、外シート３０と略同一のサイズと
されている。内シート４０の上下の外周縁近傍には、包装おにぎり１０を開封するときに
切れる方向を誘導する、カットテープ４１、４１が左右方向に沿ってそれぞれ配設されて
いる。内シート４０の左側の後述する幅広部分２１となる部分の近傍には、分離手段とし
てのミシン目４２が形成されている。
【００１９】
　シート状食品５０として、本実施形態では、矩形状の海苔５１が用いられている。海苔
５１は、包装体２０に形成された状態において、内部に収納可能となるように、外シート
３０及び内シート４０より縦横のサイズが小さく形成されている。
【００２０】
　包装体２０は、後側から、外シート３０、海苔５１、内シート４０の順に重ねられ、図
１の斜線部分に示される、外シート３０及び内シート４０の外周縁部３０ａ、４０ａを、
熱溶着等して接着することで、内部に海苔５１が収納された袋体に形成される。接着され
た包装体２０の左右の外周縁部の上下方向における中央部には、左右方向における幅が広
く中央側に突出して接着された、幅広部分２１、２２がそれぞれ設けられている。
【００２１】
　包装体２０の内シート４０の前側、かつ、上部側におにぎり１００を配置して、包装体
２０を二つ折りして重ね合わせて、既に外シート３０と内シート４０とが接着されている
部分（外周縁部）を、略コの字状に接着する。接着された部分が接着部２３（特許請求の
範囲における接着部に相当する）となる。幅広部分２１、２２が折り重ねられて接着され
た部分が、幅広接着部２４、２５とされる。左側に位置する幅広接着部２４に切り込み２
６を形成して包装おにぎり１０が完成する。
【００２２】
　包装おにぎり１０の機能作用を説明する。機能作用の説明では、図４～８の紙面におけ
る、上下を上下方向、図４～８の紙面における左方向を左、右方向を右とし、図４～８の
紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００２３】
　包装体２０は、幅広接着部２４の切り込み２６より左側を手で持ち上側に引っ張ると、
図４に示すように、幅広接着部２４で接着されて一体化している外シート３０及び内シー
ト４０は、上側に向かって切れていく。
【００２４】
　補説すると、接着部２３を含んだ外シート３０及び内シート４０の切り離される側が切
除部２７となり、おにぎり１００及び海苔５１を覆って残る外シート３０及び内シート４
０側が残余部２８（特許請求の範囲における包装体の切除部以外の部位に相当する）。と
なる。（なお、切除部２７、残余部２８は、切除部２７が切り離されてから完全に切り離
されるまでの状態をいうものとする。）つまり、切除部２７は、接着部２３を含み、包装
体２０の折り曲げ部分２０ａの、左側（一端側）に始端部２７ａが設けられ、右側（他端
側）に終端部２７ｂが設けられていることになる。
【００２５】
　包装体２０が、外シート３０及び内シート４０に配設されたカットテープ３１、４１ま
で切れていくと、外シート３０及び内シート４０は、図５に示すように、カットテープ３
１、４１に誘導されて右方向に切れていく。外シート３０及び内シート４０が、カットテ
ープ３１、４１の右端部まで切れると、図６に示すように、外シート３０及び内シート４
０の易開封性により、接着部２３との境界近傍を下側に向かって切れて行く。そして、包
装体２０を構成する外シート３０及び内シート４０が、幅広接着部２５まで切れていくと



(6) JP 2017-158445 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

、幅広接着部２５に妨げられて内シート４０の切断はとまる。つまり、残余部２８の内シ
ート４０と切除部２７の内シート４０が切れずに、終端部２７ｂで連結された状態が維持
される。
【００２６】
　そして、さらに切除部２７を手で右側に引っ張ると、図７に示すように、外シート３０
は、ミシン目３２に誘導されて下端まで切れて、幅広接着部２５から切除される。一方、
内シート４０は、ミシン目４２に誘導されて残余部２８に残った幅広接着部２４から切除
される。これにより、内シート４０が右側に引っ張りだすことが可能となる。
【００２７】
　換言すれば、外シート３０と内シート４０が、重ね合わされて接着された接着部２３を
切除したうえで、切除部２７と残余部２８の内シート４０とを連結させた状態とする。そ
して、残余部２８側に残る接着部２３（幅広接着部２４）と残余部２８側に残る内シート
４０を、切除部２７側の接着部２３（幅広接着部２５）と残余部２８側に残る外シート３
０を、分離可能として、残余部２８側に残る内シート４０をおにぎり１００と海苔５１の
間から、右側に引っ張り出せる構成とされている。
【００２８】
　内シート４０を引っ張り出すと、図８に示すように、外シート３０が残り、手を汚さず
に、海苔５１に覆われたおにぎり１００を得ることができる。これにより、手を汚すこと
なく、包装おにぎり１０を開封して食べることが可能となる。
【００２９】
　上記構成の包装おにぎり１０では、内シート４０と外シート３０と内シート４０と外シ
ート３０に挟まれて配置されるシート状食品５０とが積層状態で構成される包装体２０が
、内シート４０の内側でおにぎり１００を内包する包装おにぎりであって、包装体２０は
、おにぎり１００を内包した状態において、切除される切除部２７を備え、おにぎり１０
０とシート状食品５０との間に位置する内シート４０と、切除部２７の終端部２７ｂとが
連結され、切除部２７が切除されるときに、おにぎり１００とシート状食品５０との間に
位置する内シート４０を引き出し可能とされていることを特徴とする。
【００３０】
　これによれば、切除部２７の終端部２７ｂにおいて切除部２７とおにぎり１００とシー
ト状食品５０との間に位置する内シート４０とが連結されていることにより、切除部２７
を切除する手の動きを利用して、おにぎり１００とシート状食品５０との間にある内シー
ト４０を引き出し可能となる。よって、内シート４０を手で持ちかえることなく、より容
易に引き抜くことができる。
【００３１】
　また、包装体２０は、おにぎり１００を内包した状態において、内シート４０と外シー
ト３０とが重ね合わされて接着された接着部２３を有し、包装体２０の切除部２７以外の
部位（残余部２８）には、切除部２７が切除されるときに、接着部２３から包装体２０の
切除部２７以外の部位（残余部２８）を構成する内シート４０及び外シート３０が分離可
能とされる分離手段（ミシン目３２、ミシン目４２）が配設されている。
【００３２】
　これによれば、接着部２３から内シート４０、外シート３０を分離可能となるので、内
シート４０を容易に引き抜くことができることにつながる。本実施形態では、包装体２０
の密封性を確保するために、幅広接着部２４に切り込み２６が形成され、切除部２７を切
除するとそのままでは、包装体２０の切除部２７以外の部位（残余部２８）に接着部２３
（幅広接着部２４、幅広接着部２５）が残ってしまうが、分離手段（ミシン目３２、ミシ
ン目４２）により、接着部２３（幅広接着部２４、幅広接着部２５）から、内シート４０
、外シート３０を分離可能となるので、内シート４０を確実に引き抜くことができる。
【００３３】
　また、包装体２０は、おにぎり１００を内包した状態において、二つ折りされ、内シー
ト４０と外シート３０の外周縁部３０ａ、４０ａが重ね合わされて接着された接着部２３
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を有し、切除部２７は、接着部２３を含み、包装体２０の折り曲げ部分２０ａの、一端側
に始端部２７ａが設けられ、他端側に終端部２７ｂが設けられている。
【００３４】
　これによれば、接着部２３が形成されない包装体２０の折り曲げ部分２０ａの一端側か
ら他端側に向かって接着部２３を含んだ切除部２７を切除することになり、切除部２７を
切除するときの、包装体２０の折り曲げ部分２０ａの一端から他端に向かう手の動きを利
用して、おにぎり１００とシート状食品５０との間に位置する残余部２８の内シート４０
を、包装体２０の折り曲げ部分２０ａに沿って引き出し可能となる。
【００３５】
　本発明の第二の実施形態を説明する。以下の説明において、第一の実施形態と同じ構成
については、同一符号を付し全部又は一部の説明を省略する。なお、包装体２０Ａの説明
においては、図１０の紙面における上下を上下方向、図１０の紙面における左方向を左、
右方向を右とし、図１０の紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００３６】
　包装おにぎり１０Ａは、図９～１２に示すように、外シート３０Ａと、内シート４０Ａ
と、内シート４０Ａと外シート３０Ａに挟まれて配置されるシート状食品５０とが積層状
態で構成される包装体２０Ａが、折り曲げられた状態でおにぎり１００を内包するもので
ある。
【００３７】
　外シート３０Ａは、外シート３０と同様の部材であるが、上下方向の長さＬ１が内シー
ト４０Ａの上下方向の長さＬ２より長く形成されている。
【００３８】
　図９において、外シート３０Ａの中央部の網掛け線を付した部分は、外シート３０Ａと
内シート４０Ａとが折り重ねられて包装体２０Ａとなったときに、内シート４０Ａと重な
り合わない余りしろ３３Ａとされる。
【００３９】
　また、外シート３０Ａの左側の外周縁部３０Ａａの、上下方向における中央部には、左
右方向の幅が他の外周縁部３０Ａａより幅広に形成された掴み代形成部３４Ａが配設され
ている。
【００４０】
　内シート４０Ａは、内シート４０と同様の部材であるが、右側の外周縁部の中央部から
左右方向における中央に向かって、左右方向に長尺な帯状の連結ブリッジ４３Ａが配設さ
れている。連結ブリッジ４３Ａは、内シート４０Ａと同様の部材で、内シート４０Ａの前
側に配置され、左右方向の端部４３Ａａ、４３Ａｂにおいてのみ、内シート４０Ａと接着
されている。連結ブリッジ４３Ａは、後述する切除部２７Ａを切り離すときに、切除部２
７Ａと後述する残余部２８Ａの内シート４０Ａと連結可能とするものである。
【００４１】
　また、内シート４０Ａの左側の外周縁部４０Ａａの、上下方向における中央部には、左
右方向の幅が他の外周縁部４０Ａａより幅広に形成された掴み代形成部４４Ａが配設され
ている。掴み代形成部４４Ａは、掴み代形成部３４Ａより、余りしろ３３Ａに相当する分
だけ、上下方向の長さが短く形成されている。換言すれば、掴み代形成部４４Ａと、掴み
代形成部３４Ａとは、後述する外シート３０Ａと内シート４０Ａを接着し包装体２０Ａを
袋体としたときに、余りしろ３３Ａを除いた部分が略同一形状となるように形成されてい
る。
【００４２】
　包装体２０Ａは、図１０、１１に示すように、外シート３０Ａの余りしろ３３を折り合
わせ、後側に外シート３０Ａの他の部分に対して直交するように形成し、外シート３０Ａ
を内シート４０Ａの長さＬ２と略同一の長さとし、後側から外シート３０Ａ、海苔５１、
内シート４０Ａの順に重ね合わせ、掴み代形成部３４Ａ、４４Ａを含む外周縁部３０Ａａ
、４０Ａａを接着し、内部に海苔５１が収納された袋体に形成される。
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【００４３】
　そして、図１０の状態で、包装体２０Ａの内シート４０Ａの前側、かつ、上部側におに
ぎり１００を配置する。そして、袋体に形成された包装体２０Ａを二つ折りして重ね合わ
せて、図１２に示すように、既に外シート３０Ａと内シート４０Ａとが接着されている部
分（外周縁部３０Ａａ、４０Ａａ）を、略コの字状に接着する。
【００４４】
　このとき、掴み代形成部３４Ａどうし、及び、掴み代形成部３４Ａ、掴み代形成部４４
Ａ、が折り重ねられて接着された部分が、掴み代２５Ａとされる。掴み代２５Ａは、外シ
ート３０Ａの掴み代形成部３４Ａどうしが重ね合わされて二枚が重なる二重接着部２５Ａ
ａと、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａが折り重ねられて、四枚が重なる四重接着部２
５Ａｂとを有することになる。
【００４５】
　また、連結ブリッジ４３Ａは、包装体２０Ａ本体と同様に二つ折りされ端部４３Ａｂ側
で、既に外シート３０Ａと内シート４０Ａとが接着されている部分に挟まれて接着されて
いる。
【００４６】
　そして、本実施形態では、掴み代２５Ａを含む、外シート３０Ａどうし、及び、外シー
ト３０Ａと内シート４０Ａとが接着された部分が接着部２３Ａ（特許請求の範囲における
接着部に相当する）となる。
【００４７】
　さらに、図１２の丸内に示すように、外シート３０Ａの余りしろ３３Ａが重ね合わされ
て接着されている部位（二重接着部２５Ａａ）に、切り込み２６Ａを形成し、切り込み２
６Ａから内シート４０Ａの折り曲げ部分４０Ａｂの接着部２３Ａとの境界部分に向かって
二重接着部２５Ａａが切れるように誘導する長円形の誘導孔２９Ａを複数設けることで、
包装おにぎり１０Ａが完成する。なお、包装体２０Ａの図１２の状態が、特許請求の範囲
における「おにぎりを内包した状態」となる。
【００４８】
　包装おにぎり１０Ａの機能作用を説明する。本実施形態体の機能作用の説明では、図１
２～１７の紙面における、上下を上下方向、図１２～１７の紙面における左方向を左、右
方向を右とし、図１２～１７の紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００４９】
　包装体２０Ａを、図１２の状態から、掴み代２５Ａの二重接着部２５Ａａに形成された
切り込み２６Ａより左側を手で持ち上側に引っ張ると、図１３に示すように、誘導孔２９
Ａに誘導されて、内シート４０Ａの四重接着部２５Ａｂと接着されていない部位の境界に
向かって、二重接着部２５Ａａを斜め上方に切れていく。換言すれば、残余部２８Ａ側の
内シート４０Ａに接着部２３Ａが含まれないように切れていく。
【００５０】
　そして、二重接着部２５Ａａと、切り込み２６Ａと、誘導孔２９Ａと、で残余部２８Ａ
側の内シート４０Ａに接着部２３Ａが含まれないように誘導する誘導手段２１Ａが構成さ
れていることになる。
【００５１】
　また、本実施形態では、接着部２３Ａを含んだ外シート３０Ａ及び内シート４０Ａの切
り離される側が切除部２７Ａ（左側が始端部２７Ａａとなる）となり、おにぎり１００及
び海苔５１を覆って残る外シート３０Ａ及び内シート４０Ａ側が残余部２８Ａ（特許請求
の範囲における包装体の切除部以外の部位に相当する）となる。
【００５２】
　包装体２０Ａは、図１３に示すように、残余部２８Ａの内シート４０Ａに、接着部２３
Ａを含まない状態で、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａが、上側に向かって切れていく
。
【００５３】
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　その後、切除部２７Ａが、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａに配設されたカットテー
プ３１、４１まで切れていくと、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａは、図１４に示すよ
うに、カットテープ３１、４１に誘導されて右方向に切れていく。
【００５４】
　外シート３０Ａ及び内シート４０Ａが、カットテープ３１、４１の右端部まで切れると
、図１５に示すように、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａの易開封性により、接着部２
３との境界近傍を下側に向かって切れて行く。
【００５５】
　そして、図１６に示すように、包装体２０Ａを構成する外シート３０Ａ及び内シート４
０Ａが、折れ曲がり部３０Ａｂ、４０Ａｂまで切れていく。
【００５６】
　本実施形態の場合、外シート３０Ａは、接着部２３Ａを含んだ切除部２７Ａ側と、残余
部２８Ａ側とに、終端部２７Ａｂ側において、完全に切り離され分離する。また、内シー
ト４０Ａは、連結ブリッジ４３Ａとの接着部分である連結ブリッジ４３Ａの端部４３Ａａ
、４３Ａｂの間の外側をまわり込みながら切れていく。つまり、連結ブリッジ４３Ａは、
外シート３０Ａ及び内シート４０Ａの内側に配置され、端部４３Ａａ、４３Ａｂにおいて
のみ、内シート４０Ａと接着されているので、残余部２８Ａ側の内シート４０Ａと切除部
２７Ａ側の内シート４０Ａが、終端部２７Ａｂ側で連結された状態が維持される。
【００５７】
　以上のことから、連結ブリッジ４３Ａと、上下方向に易開封性を有する、外シート３０
Ａ及び内シート４０Ａとで、接着部２３Ａが残余部２８Ａの内シート４０Ａ及び外シート
３０Ａ側に含まれないように誘導する誘導手段２２Ａが構成される。
【００５８】
　一方、残余部２８Ａの内シート４０Ａには接着部２３Ａは残らない。これにより、内シ
ート４０Ａが右側に引っ張りだすことが可能となる。
【００５９】
　換言すれば、外シート３０Ａと内シート４０Ａが、重ね合わされて接着された接着部２
３Ａを切除したうえで、切除部２７Ａと残余部２８Ａの内シート４０Ａとを連結させた状
態として、残余部２８Ａ側に残る内シート４０Ａをおにぎり１００と海苔５１の間から、
右側に引っ張り出せる構成とされている。
【００６０】
　内シート４０Ａを引っ張り出すと、図１７に示すように、外シート３０Ａが残り、手を
汚さずに、海苔５１に覆われたおにぎり１００を得ることができる。
【００６１】
　上記構成の包装おにぎり１０Ａによっても、内シート４０Ａを引っ張り出すと、外シー
ト３０Ａが残り、手を汚さずに、海苔５１に覆われたおにぎり１００を得ることができる
。これにより、手を汚すことなく、包装おにぎり１０Ａを開封して食べることが可能とな
る。
【００６２】
　上記構成の包装体２０Ａでは、おにぎり１００を内包した状態において、内シート４０
Ａと外シート３０Ａとが重ね合わされて接着された接着部２３Ａを有し、切除部２７Ａが
切除されるときに、包装体２０Ａの切除部２７Ａ以外の部位（残余部２８Ａ）を構成する
内シート４０Ａ及び外シート３０Ａに接着部２３Ａが含まれないように誘導する誘導手段
２１Ａ（二重接着部２５Ａａ、切り込み２６Ａ、誘導孔２９Ａ）、２２Ａ（外シート３０
Ａ、内シート４０Ａ、連結ブリッジ４３Ａ）を備えている。
【００６３】
　これによれば、包装体２０Ａの切除部２７Ａ以外の部位（残余部２８Ａ）を構成する内
シート４０Ａ及び外シート３０Ａに接着部２３Ａが含まれないようになるので、内シート
４０を容易に引き抜くことができることにつながる。
【００６４】
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　本発明の第三の実施形態を説明する。実施する際には、シート状食品１６０、外シート
１３０及び内シート１４０に線は付されないが、理解を容易にするため、図面に二点鎖線
を付して説明する。二点鎖線は、各構成部分のおおよその境界、折り曲げ部分を示すもの
とする。
【００６５】
　包装おにぎり１０Ｂは、図１８～２３に示すように、外シート１３０と、内シート１４
０と、内シート１４０と外シート１３０に挟まれて配置されるシート状食品１６０とが積
層状態で構成される包装体１２０が、折り曲げられた状態でおにぎり１００を内包するも
のである。
【００６６】
　包装体１２０は、図１８、１９に示すように、外シート１３０と、内シート１４０と、
シート状食品１６０と、で構成されている。なお、包装体１２０の図１９～２３の説明に
おいては、図１９の紙面における上下を上下方向、図１９の紙面における左方向を左、右
方向を右とし、図１９の紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００６７】
　外シート１３０は、可撓性を有する合成樹脂で形成され、三角柱形状に形成されたおに
ぎり１００の底面部分を覆う、三角形状に形成された二つの三角壁部１３１、１３２と、
長方形状に形成され側面部分を覆う三つの側壁部１３３、１３４、１３５と、を有してい
る。
【００６８】
　側壁部１３３、１３４、１３５は、三角壁部１３２の各辺からそれぞれ外側に向かって
延設されている。三角壁部１３１は、側壁部１３３の短手方向の三角壁部１３２とは反対
側の辺から延設されている。
【００６９】
　側壁部１３３の左右方向の両端部から接着片１３３ａ、１３３ｂがそれぞれ延設されて
いる。側壁部１３４の長手方向における側壁部１３３に近い側の端部から台形状の接着片
１３４ａが延設されている。側壁部１３５の長手方向における側壁部１３３に近い側の端
部から台形状の接着片１３５ａが延設されている。
【００７０】
　側壁部１３４の短手方向の三角壁部１３２とは反対側の辺から台形状の覆い片１３６が
、側壁部１３５の短手方向の三角壁部１３２とは反対側の辺から台形状の覆い片１３７が
、延設されている。
【００７１】
　側壁部１３５の長手方向における接着片１３５ａとは反対側の端部には、手で把持可能
な把持片１３５ｂが延設されている。側壁部１３５の短手方向の両端部には、包装おにぎ
り１０Ｂを、開封切除するときに切る方向を誘導、補助する、カットテープ１３８、１３
８が配設されている。
【００７２】
　側壁部１３３と、接着片１３３ｂとの境界近傍には、ミシン目１３９（特許請求の範囲
の分離手段に相当する）が形成されている。
【００７３】
　内シート１４０は、可撓性を有するとともに表面が高い滑り性を有する合成樹脂で、長
方形状に形成され外シート１３０と略同一のサイズとされている。
【００７４】
　内シート１４０は、三角形状に形成されおにぎり１００の底面部分を覆う二つの三角壁
部１４１、１４２と、三角柱形状に形成されたおにぎり１００の側面部分を覆う、長方形
状に形成された五つの側壁部１４３、１４４、１４５、１４６、１４７と、を有している
。
【００７５】
　側壁部１４３、１４４、１４５は、三角壁部１４１の各辺からそれぞれ外側に向かって
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延設されている。三角壁部１４２は、側壁部１４５の短手方向の三角壁部１４１とは反対
側の辺から延設されている。三角壁部１４２の側壁部１４５と連設していない二つの辺か
らさらに、長方形状の側壁部１４６、１４７が延設されている。
【００７６】
　側壁部１４３の長手方向における側壁部１４４に近い側の端部には、蓋片１４３ａが配
設されている。側壁部１４５の左右方向の両端部から接着片１４５ａ、１４５ｂがそれぞ
れ延設されている。側壁部１４６の長手方向における側壁部１４７に近い側の端部には、
蓋片１４６ａが配設されている。
【００７７】
　側壁部１４４の後側には帯状の位置決めシート１４８が、側壁部１４７の後側には帯状
の位置決めシート１４９が、上下方向に沿ってそれぞれ配置されている。位置決めシート
１４８、１４９は、側壁部１４４、１４７の長手方向に沿って接着される接着部位１４８
ａ、１４９ａが設けられている。換言すれば、位置決めシート１４８、１４９は、側壁部
１４４、１４７の海苔１６１が配置される予定位置の外縁近傍で側壁部１４４、１４７と
接着されている。
【００７８】
　側壁部１４５と、接着片１４５ａとの境界近傍には、ミシン目１５０（特許請求の範囲
の分離手段に相当する）が形成されている。
【００７９】
　シート状食品１６０として、本実施形態では、海苔１６１が用いられ、海苔１６１は、
図１８に示すように、菱形を、左右の対向する頂部において、破線で示した三角形状の領
域１６０ａを切り取るとともに、上下の頂部において、破線で示した四角形状の領域１６
０ｂを切り取った形状に裁断されている。
【００８０】
　海苔１６１は、外シート１３０の三角壁部１３１、１３２と側壁部１３３とを合わせた
部分から、三角壁部１３１、１３２の外周縁から若干はみ出る程度のサイズに形成されて
いる。また、海苔１６１は、内シート１４０の三角壁部１４１、１４２と側壁部１４３、
１４４、１４５、１４６、１４７とを合わせた部分よりサイズが小さく形成されている。
【００８１】
　包装おにぎり１０Ｂの製造方法は、左側から、内シート１４０と位置決めシート１４８
、１４９との間に、左側から海苔１６１を進入させて、海苔１６１の位置決めをする。図
１９に参照するように、海苔１６１は、内シート１４０と重ね合わされた状態において、
接着部位１４８ａ、１４９ａにより、上、下、右への移動を規制される。
【００８２】
　そして、図１８、１９に示すように、内シート１４０と海苔１６１が重ね合わされたも
のを外シート１３０の前側に配置する。このとき、三角壁部１３１と三角壁部１４１、三
角壁部１３２と三角壁部１４２、側壁部１３３と側壁部１４５、側壁部１３４と側壁部１
４６、側壁部１３５と側壁部１４７、接着片１３３ａと接着片１４５ａ、接着片１３３ｂ
と接着片１４５ｂ、が海苔１６１を挟んで重ね合わされた状態となっている。
【００８３】
　接着片１３３ａと接着片１４５ａ、接着片１３３ｂと接着片１４５ｂ、が熱溶着等され
て仮接着部１２１、１２２が形成され、包装体１２０となる。そして、内シート１４０の
三角壁部１４２におにぎり１００を乗せる。
【００８４】
　換言すれば、後側から、外シート１３０、海苔１６１、内シート１４０の順に重ねられ
、その上におにぎり１００が乗せられることになる。
【００８５】
　その後、図２０に示すように、外シート１３０の側壁部１３３及び三角壁部１３１、海
苔１６１、内シート１４０の側壁部１４５及び三角壁部１４１、を重ね合わされた状態で
、おにぎり１００を覆うように折り曲げる。そして、内シート１４０の側壁部１４３、１



(12) JP 2017-158445 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

４４をおにぎりの側面を覆うように折り曲げ、蓋片１４３ａを側壁部１４４の外側に重ね
合わせる。
【００８６】
　次に、図２１に示すように、内シート１４０の側壁部１４６、１４７を、側壁部１４３
、１４４の外側を覆うように折り曲げ、蓋片１４６ａを側壁部１４７の外側に重ね合わせ
る。
【００８７】
　そして、図２２に示すように、外シート１３０の側壁部１３４、１３５を折り曲げ側壁
部１４６、１４７の外側を覆い、さらに、図２３に示すように、覆い片１３６、１３７を
外シート１３０の三角壁部１３１の外側に重ね合わせ、シール１２３で貼着固定するとと
もに、把持片１３５ｂを側壁部１３４に接着する。そして、仮接着部１２１（接着片１３
３ａと接着片１４５ａ）と接着片１３４ａ、仮接着部１２２（接着片１３３ｂ、接着片１
４５ｂ）と接着片１３５ａ、が熱溶着等されて接着され接着部１２４、１２５が形成され
て包装おにぎり１０Ｂが完成する。
【００８８】
　包装おにぎり１０Ｂの機能作用を説明する。把持片１３５ｂを手で持ち、図２４～２５
に示すように、側壁部１３５を接着部１２５側に引っ張ると、カットテープ１３８、１３
８に誘導されて、三角壁部１３２及び覆い片１３７から切り離されていく。本実施形態で
は、切り離される側壁部１３５が切除部１２６となり、残りの部分が残余部１２７となる
。
【００８９】
　つまり、包装体１２０において、切除部１２６は、把持片１３５ｂ側に始端部１２６ａ
が設けられ、接着片１３５ａ側に終端部１２６ｂが設けられていることになる。
【００９０】
　また、接着部１２５は、図２４等に示すように、上から接着片１３５ａ、接着片１４５
ｂ、接着片１３３ｂの順に重ね合わされている。つまり、接着片１３５ａと接着片１４５
ｂが接着されて、外シート１３０の側壁部１３５と内シート１４０の側壁部１４５とが連
結されていることになる。
【００９１】
　さらに、側壁部１３５を引っ張ることで、図２５、２６に示すように、ミシン目１５０
が切れて側壁部１４５が接着部１２４から分離するとともに、ミシン目１３９が切れて側
壁部１３３が接着部１２５から分離して、内シート１４０が引っ張りだされる。
【００９２】
　このとき、側壁部１４３と側壁部１４６とは重ね合わされているのみで接着されていな
いので、側壁部１３５を引っ張ることによって、側壁部１４３と側壁部１４６とで構成さ
れる内シート１４０の側面部分と接するおにぎり１００の側面部分の角部分に、側壁部１
４３と側壁部１４６が当たって徐々に開いていき、側壁部１４３が三角壁部１３１に、側
壁部１４６が三角壁部１３２に、沿うように開放され、側壁部１４３と側壁部１４６とが
重ね合わされた状態が解除されて、内シート１４０が引っ張りだすことが可能となる。
【００９３】
　内シート１４０を引っ張り出すと、図２７に示すように、外シート１３０（残余部１２
７）が残り、手を汚さずに、海苔１６１に覆われたおにぎり１００を得ることができる。
これにより、手を汚すことなく、包装おにぎり１０Ｂを開封して食べることが可能となる
。
【００９４】
　上記構成の包装おにぎり１０Ｂでは、切除部１２６の終端部１２６ｂにおいて切除部１
２６と残余部１２７の内シート１４０とが連結されていることにより、切除部１２６を切
除する手の動きを利用して、おにぎり１００とシート状食品１６０との間にある残余部１
２７の内シート１４０を引き出し可能となる。また、第一の実施形態の包装おにぎり１０
、第二の実施形態の包装おにぎり１０Ａに比して、切除部１２６が小さくなるので、引っ
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張り出す動作領域を小さくすることができる。
【００９５】
　また、おにぎり１００を内包した状態において、内シート１４０と外シート１３０とが
重ね合わされて接着された接着部１２４、１２５を有し、包装体１２０の切除部１２６以
外の部位（残余部１２７）には、切除部１２６が切除されるときに、接着部１２４、１２
５から包装体１２０の切除部１２６以外の部位を構成する内シート１４０及び外シート１
３０が分離可能とされる分離手段（ミシン目１３９、ミシン目１５０）が配設されている
。
【００９６】
　これによれば、接着部１２４、１２５から内シート１４０、外シート１３０を分離可能
となるので、内シート１４０を容易に引き抜くことができることにつながる。本実施形態
では、側壁部１３５を引っ張って開封する構成とされ、切除部１２６を切除するとそのま
までは、包装体１２０の切除部１２６以外の部位（残余部１２７）に接着部１２４、１２
５が残ってしまうが、分離手段（ミシン目１３９、ミシン目１５０）により、接着部１２
４、１２５から内シート１４０、外シート１３０を分離可能となるので、内シート１４０
を確実に引き抜くことができる。
【００９７】
　本発明の第四の実施形態を説明する。実施する際には内シート２４０、シート状食品２
６０及び開封シート２７０には、線は付されないが、理解を容易にするため、図面に二点
鎖線を付して説明する。二点鎖線は、各構成部分のおおよその境界、折り曲げ部分を示す
ものとする。
【００９８】
　包装おにぎり１０Ｃは、図３１に示すように、内シート２４０と外シート２３０と内シ
ート２４０と外シート２３０に挟まれて配置されるシート状食品２６０とが積層状態で構
成される包装体２２０が、内シート２４０の内側でおにぎり１００を内包する。
【００９９】
　包装体２２０は、図２８、３１に示すように、外シート２３０と、内シート２４０と、
シート状食品２６０と、開封シート２７０と、で構成されている。なお、包装体２２０の
説明において、図２８を参照する場合においては、図２８の矢印の、Ｆを前、Ｂを後ろ、
Ｒを右、Ｌを左、Ｕを上、Ｄを下、とする。
【０１００】
　外シート２３０は、可撓性を有する合成樹脂で形成され、図２８に示すように、三角形
状に形成され前後方向において対向して配置される二つの三角壁部２３１、２３２と、長
方形状に形成され三角壁部２３１、２３２の下側の辺、左斜め上側の辺、どうしを連結す
る二つの側壁部２３３、２３４と、を有して、右斜め上方側が開口する中空な略三角柱形
状に形成されている。外シート２３０の開口端縁部から外側に向かって延設されるフラン
ジ部２３５が配設されている。
【０１０１】
　内シート２４０は、可撓性を有するとともに表面が高い滑り性を有する合成樹脂で、図
３０に示すように、三角形状に形成された二つの三角壁部２４１、２４２と、長方形状に
形成され三角壁部２４１、２４２の対向する辺どうしを連結する側壁部２４３と、を有し
ている。
【０１０２】
　側壁部２４３の長手方向における一端側には、略矩形状の蓋片２４３ａが配設されてい
る。側壁部２４３の長手方向における他端側には、略矩形状の接着部形成片２４３ｂが配
設されている。
【０１０３】
　三角壁部２４１の蓋片２４３ａに近い側の辺には、長方形状の側壁形成片部２４４が延
設され、三角壁部２４２の蓋片２４３ａに近い側の辺には、長方形状の側壁形成片部２４
５が延設され、三角壁部２４１の接着部形成片２４３ｂに近い側の辺には、長方形状のフ
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ランジ形成片２４６が延設され、三角壁部２４２の接着部形成片２４３ｂに近い側の辺に
は、長方形状のフランジ形成片２４７が延設されている。
【０１０４】
　三角壁部２４１、２４２は、三角壁部２３１、２３２より若干小さめのサイズに形成さ
れ、側壁部２４３は、側壁部２３３、２３４より若干小さめのサイズに形成されている。
側壁形成片部２４４と、側壁形成片部２４５とを合わせたサイズは、側壁部２３３、２３
４より若干小さいサイズに形成されている。また、フランジ形成片２４６、２４７の突出
幅は、フランジ部２３５の突出幅より小さく設定されている。
【０１０５】
　壁形成シート２４８は、可撓性を有する合成樹脂で帯状に形成され、側壁形成片部２４
４及び、側壁形成片部２４５の長手方向における長さと略二倍の長さに設定されている。
壁形成シート２４８の長手方向における一方の端部には、略矩形状の接着部形成片２４８
ｃが延設されている。
【０１０６】
　壁形成シート２４８の接着部形成片２４８ｃを除いた部分の長手方向における中央部分
に折り曲げ部２４８ａが形成されている。壁形成シート２４８の長手方向における接着部
形成片２４８ｃとは反対側の端部から折り曲げ部２４８ａまでの表裏いずれか一方の面（
図３０においては紙面奥側の面）が、側壁形成片部２４４及び側壁形成片部２４５と接着
可能な接着面２４８ｂとされている。
【０１０７】
　壁形成シート２４８は、接着面２４８ｂで側壁形成片部２４４、側壁形成片部２４５と
接着され、おにぎり１００を内包した状態において、内シート２４０の側の側壁部分を形
成するものである。
【０１０８】
　接着部形成片２４３ｂと、接着部形成片２４８ｃは、外シート２３０のフランジ部２３
５と重ね合わせたときに、フランジ部２３５より突出するように形成されている。
【０１０９】
　シート状食品２６０として、本実施形態では、図２９に示すように、二枚の海苔２６１
、２６５が用いられている。海苔２６１は、三角形状の三角壁部２６２と、三角壁部２６
２の二辺からそれぞれ外側に向かって延設され、長方形状に形成されたふたつの側壁部２
６３、２６４と、を有している。海苔２６５は、三角形状の三角壁部２６６と、三角壁部
２６６の二辺からそれぞれ外側に向かって延設され、長方形状に形成されたふたつの側壁
部２６７、２６８と、を有している。三角壁部２６２、２６６は、三角壁部２３１、２３
２より若干小さめのサイズに形成され、側壁部２６３、２６４、２６７、２６８は、側壁
部２３３、２３４より若干小さめのサイズに形成されている。
【０１１０】
　開封シート２７０は、可撓性を有して角部分が丸く形成された略矩形状のシートが用い
られ、図２８に示すように、フランジ部２３５の外形形状と略同一の形状とされ、外シー
ト２３０の開口部分を覆い可能とされている。開封シート２７０は、長手方向における一
端側に半長円状に突出する掴み片２７１と、長手方向における他端側に半長円状に突出す
る連結片２７２を有している。開封シート２７０は、外周縁部が外シート２３０のフラン
ジ部２３５と接着されるもので、掴み片２７１と、連結片２７２は、フランジ部２３５と
重ね合わせたときに、フランジ部２３５より突出するように形成されている。
【０１１１】
　包装おにぎり１０Ｃの製造方法は、予め海苔２６１、２６５を、図２８に示すように、
米等のでんぷん質からなる糊で側壁部２６３と側壁部２６７、側壁部２６４と側壁部２６
８どうしを接着して、斜め上方が開口した中空な略三角柱形状に形成する。
【０１１２】
　外シート２３０内にシート状食品２６０（海苔２６１、２６５）をセットした状態にし
ておく。内シート２４０の側壁形成片部２４４を三角壁部２４１に対して、側壁形成片部
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２４５を三角壁部２４２に対して、内側に折り曲げ、壁形成シート２４８の接着面２４８
ｂを外側から貼り付けて、内シート２４０に側壁部２３３に対応する側壁を形成する。そ
して、壁形成シート２４８を折り返して貼り付けた部分と重ね合わせ、接着部形成片２４
８ｃを内シート２４０の開口縁部に沿って折り曲げ、内シート２４０を、図２８に示すよ
うな、斜め上方が開口した中空な略三角柱形状に形成する。
【０１１３】
　そして、内シート２４０の内側におにぎり１００を配置する。おにぎり１００を内包し
た内シート２４０を、外シート２３０の内側に配置されたシート状食品２６０（海苔２６
１、２６５）の内側に配置する。
【０１１４】
　フランジ部２３５に、フランジ形成片２４６、２４７、接着部形成片２４３ｂ、接着部
形成片２４８ｃを重ね合わせて、内シート２４０、外シート２３０の開口縁部を覆うよう
に開封シート２７０を配置して、外シート２３０のフランジ部２３５と開封シート２７０
の外周縁部とを接着して、包装おにぎり１０Ｃ（包装体２２０）が完成する。
【０１１５】
　このとき、図３１（海苔２６１、２６５は省略してある）に示すように、接着部形成片
２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃは、フランジ部２３５及び開封シート２７０と接着され
るが、内シート２４０のフランジ形成片２４６、２４７は、フランジ部２３５と開封シー
ト２７０に挟み込まれるのみで、接着されない。
【０１１６】
　そして、接着部形成片２４３ｂと開封シート２７０、接着部形成片２４８ｃと開封シー
ト２７０、が接着される部分の接着力は、フランジ部２３５と接着部形成片２４３ｂ、接
着部形成片２４８ｃが接着される部分の接着力より強固なものとする。
【０１１７】
　換言すれば、開封シート２７０で開封するときに、フランジ部２３５と内シート２４０
（接着部形成片２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃ）との接着部分が剥がれて、内シート２
４０と開封シート２７０の接着部分が剥がれない状態とする。
【０１１８】
　本実施形態では、剥がれやすく接着された、フランジ部２３５と接着部形成片２４８ｃ
との接着部分、フランジ部２３５と接着部形成片２４３ｂとの接着部分、が接着部２２１
、接着部２２２となるとともに、内シート２４０と外シート２３０との接着部分を剥離可
能な剥離手段２２３、剥離手段２２４となる。
【０１１９】
　また、図３１、３２に示すように、始端部２２６ａにおいては、上から掴み片２７１、
接着部形成片２４８ｃ、フランジ部２３５の順に重ね合わされ、上端部分で掴み片２７１
、接着部形成片２４８ｃのみが接着されている。また、終端部２２６ｂ側においては、上
から連結片２７２、接着部形成片２４３ｂ、フランジ部２３５の順に重ね合わされ、下端
部分で連結片２７２、接着部形成片２４３ｂのみが接着されている。
【０１２０】
　包装おにぎり１０Ｃの機能作用を説明する。掴み片２７１と、接着部形成片２４８ｃと
が接着された部分を手で持ち、図３２の状態から、開封シート２７０を接着部形成片２４
３ｂ側に引っ張ると、接着部形成片２４８ｃと開封シート２７０の掴み片２７１と、接着
部形成片２４８ｃとフランジ部２３５との接着力の違いから、フランジ部２３５と接着部
形成片２４８ｃとの接着部分が剥がれる。
【０１２１】
　そして、開封シート２７０を引っ張ると図３３に示すように、壁形成シート２４８が引
っ張られて、側壁形成片部２４４及び側壁形成片部２４５から壁形成シート２４８の接着
面２４８ｂが剥がれていき、壁形成シート２４８が全て引き出されて内シート２４０の側
壁部分が開放される。
【０１２２】
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　本実施形態では、図３３に示すように、剥がされる開封シート２７０と壁形成シート２
４８が切除部２２６となり、残りの部分が残余部２２７となる。つまり、包装体２２０に
おいて、切除部２２６は、掴み片２７１側に始端部２２６ａが設けられ、連結片２７２側
に終端部２２６ｂが設けられていることになる。
【０１２３】
　また、内シート２４０のフランジ形成片２４６、２４７は、フランジ部２３５と開封シ
ート２７０に挟み込まれるのみであるので、開封シート２７０とフランジ部２３５とが引
き剥がされることにより、フランジ部２３５及び開封シート２７０と離れていく。
【０１２４】
　さらに、開封シート２７０を剥がしていくと、図３４に示すように、連結片２７２と、
接着部形成片２４３ｂが接着されて連結されていることにより、内シート２４０を引っ張
り出すことが可能となる。
【０１２５】
　内シート２４０を引っ張り出すと、外シート２３０（残余部２２７）が残り、手を汚さ
ずに、海苔２６１、２６５に覆われたおにぎり１００を得ることができる。このような構
成によっても、手を汚すことなく、包装おにぎり１０Ｃを開封して食べることが可能とな
る。
【０１２６】
　上記構成の包装おにぎり１０Ｃでは、切除部２２６の終端部２２６ｂにおいて切除部２
２６と残余部２２７の内シート２４０とが連結されていることにより、切除部２２６を切
除する手の動きを利用して、おにぎり１００とシート状食品２６０との間にある残余部２
２７の内シート２４０を引き出し可能となる。また、第一の実施形態の包装おにぎり１０
、第二の実施形態の包装おにぎり１０Ａに比して、切除部２２６が小さくなるので、引っ
張り出す動作領域を小さくすることができる。
【０１２７】
　また、包装体２２０は、おにぎり１００を内包した状態において、内シート２４０と外
シート２３０とが重ね合わされて接着された接着部２２１、２２２を有し、包装体２２０
には、切除部２２６が切除されるときに、内シート２４０と外シート２３０との接着部分
を剥離可能な剥離手段２２３、２２４が配設されている構成としているので、内シート２
４０を容易に引き抜くことができる。
【０１２８】
　上記の第四の実施形態の包装おにぎり１０Ｃの変形例を図面に基づいて説明する。以下
の説明において、第四の実施形態と同じ構成については、同一符号を付し全部又は一部の
説明を省略する。
【０１２９】
　包装おにぎり１０Ｃ１では、外シート２３０が、図３５の二点鎖線で参照するように、
開口縁部に沿うように易開封性を有する。そして、側壁部２３３の上部の前後方向におけ
る中央部には、図３５に示すように、左斜め上側に突出するリブ２３６が配設されている
。リブ２３６は、左右方向からみて上下方向に沿って、側壁部２３３の上部とフランジ部
２３５の下面側とを連結するように形成されている（方向については図２８参照）。リブ
２３６には、切り込み２３６ａが形成されている。
【０１３０】
　そして、接着部形成片２４３ｂとフランジ部２３５、接着部形成片２４８ｃとフランジ
部２３５、が接着される部分の接着力は、接着部形成片２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃ
と開封シート２７０が接着される部分の接着力と同等とする。
【０１３１】
　換言すれば、開封シート２７０で開封するときに、外シート２３０のフランジ部２３５
と、内シート２４０（接着部形成片２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃ）と、開封シート２
７０と、の接着部分が一体となって分離される状態とする。
【０１３２】



(17) JP 2017-158445 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

　本変形例においても、フランジ部２３５と接着部形成片２４８ｃとの接着部分、フラン
ジ部２３５と接着部形成片２４３ｂとの接着部分、がそれぞれ接着部２２１、接着部２２
２となる。
【０１３３】
　図３５、３６に示すように、リブ２３６と、切り込み２３６ａと、開口縁部に沿って開
封性を有する外シート２３０とで、切除部２２８が切除されるときに、接着部２２１、２
２２から包装体２２０の切除部２２８以外の部位（残余部２２９）を構成する内シート２
４０及び外シート２３０が分離可能とされる分離手段２２５が構成される。なお、外シー
ト２３０に付された二点鎖線は、外シート２３０の切断予定線で、分離手段２２５の理解
を容易にするためのものである。また、本変形例は、第四の実施形態の変形例であるが、
分離手段２２５は、出願当初の特許請求の範囲における請求項２の分離手段に相当する。
【０１３４】
　包装おにぎり１０Ｃ１の機能作用を説明する。掴み片２７１と、接着部形成片２４８ｃ
とが接着された部分を手で持ち、図３５の状態から、開封シート２７０を接着部形成片２
４３ｂ側に引っ張ると、一体化しているフランジ部２３５も引き上げられ、切り込み２３
６ａから、リブ２３６が側壁部２３３に向かって切れ、さらに側壁部２３３との境界部分
から、側壁部２３３の前後方向にそれぞれ別れて切れていく（図３５の丸内参照）。
【０１３５】
　そして、外シート２３０は開口縁部に沿うように易開封性を有することから、図３６に
示すように、符号２２５が付された二点鎖線に沿って、三角壁部２３１、２３２の斜め下
側に（フランジ部２３５と略平行となるように）切れていく。さらに、側壁部２３４の前
後の端部から中央に向かってそれぞれ切れていき合流する。換言すれば、フランジ部２３
５と略平行に輪切り状となるように、三角壁部２３１、２３２、側壁部２３３、２３４が
切り離されていくことになる。
【０１３６】
　なお、切り離される過程における、開封シート２７０、壁形成シート２４８、側壁形成
片部２４４、側壁形成片部２４５、の機能作用、フランジ形成片２４６、２４７、フラン
ジ部２３５、開封シート２７０の機能作用は、図３３に示す包装おにぎり１０Ｃと同様で
あるので説明は省略する。
【０１３７】
　本実施形態では、図３６に示すように、包装おにぎり１０Ｃ１の包装体２２０の符号２
２５が付された二点鎖線を境界として、右側の部分を構成する、外シート２３０の三角壁
部２３１、２３２、側壁部２３３、２３４、フランジ部２３５、開封シート２７０、壁形
成シート２４８、が切除部２２８となり、包装おにぎり１０Ｃ１の包装体２２０の符号２
２５が付された二点鎖線を境界として、左側の残りの部分が残余部２２９となる。つまり
、包装体２２０において、切除部２２８は、掴み片２７１側に始端部２２８ａが設けられ
、連結片２７２側に終端部２２８ｂが設けられていることになる。
【０１３８】
　さらに、切除部２２８を分離していくと、図３７に示すように、連結片２７２と、接着
部形成片２４３ｂが接着されて連結されていることにより、内シート２４０を引っ張り出
すことが可能となる。
【０１３９】
　内シート２４０を引っ張り出すと、外シート２３０（残余部２２９側の）が残り、手を
汚さずに、海苔２６１、２６５に覆われたおにぎり１００を得ることができる。
【０１４０】
　このような構成によっても、包装体２２０の切除部２２８以外の部位を構成する内シー
ト２４０及び外シート２３０に接着部２２１、２２２が含まれないようになるので、内シ
ート２４０を容易に引き抜くことができることにつながる。よって、手を汚すことなく、
包装おにぎり１０Ｃ１を開封して食べることが可能となる。
【０１４１】
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　本発明の包装おにぎりは上記第一～四の実施形態、及び、第四の実施形態の変形例に限
定されるものではない。即ち、第一～四の実施形態、及び、第四の実施形態の変形例に現
わされた発明の要旨を逸脱しない限り各種の設計変更等が可能である。
【０１４２】
　例えば、切り込み２６、２６Ａ（図３、図１２参照）は、接着してから形成したが、予
め、外シート３０、３０Ａ、内シート４０、４０Ａの対応する位置に切り込みを形成して
から接着することも可能である。
【０１４３】
　また、誘導孔２９Ａ（図１２参照）も接着してから形成したが、予め、外シート３０Ａ
の対応する位置に孔を形成してから接着することも可能である。
【０１４４】
　また、海苔１６１の側壁部１４３、１４４、１４６、１４７と重なる部分の短手方向の
幅は、適宜変更することができる（図１８、図１９参照）。それに対応して、位置決めシ
ート１４８、１４９の接着部位１４８ａ、１４９ａの位置を適宜変更することも可能であ
る。
【０１４５】
　また、海苔２６１の側壁部２６３、２６４、海苔２６５の側壁部２６７、２６８の短手
方向の幅は、シート状食品２６０の側壁部分を形成できるのであれば適宜変更することが
できる（図２９参照）。
【０１４６】
　また、図２９の二点鎖線に示すように、例えば、図２８の状態のシート状食品２６０の
開口部分を覆うように、三角壁部２６２から台形状の覆い部分を延設することも可能であ
る。また、覆い部分を三角壁部２６６から延設することも可能であり、さらに、三角壁部
２６２及び三角壁部２６６から延設させることも可能である。
【０１４７】
　また、包装おにぎり１０、１０Ｂ、１０Ｃ１を、開封切除するときに切る方向を誘導、
補助する手段として、カットテープ３１、カットテープ４１、カットテープ１３８等を用
いたが（図３、図１２、図２４参照）、当該機能を有するのであれば、ミシン目、カット
ライン等既存の技術を用いることができる。
【０１４８】
　また、外シート３０、１３０、内シート４０、１４０に設けられた分離手段としてのミ
シン目３２、４２、１３９、１５０を用いたが（図１、図１８参照）、当該機能を有する
のであれば、カットライン等の既存の分離手段を用いることができる。
【０１４９】
　また、包装おにぎり１０において、幅広接着部２４（図３参照）を設けないで、外シー
ト３０、内シート４０に直接切り込みを設け、外シート３０、内シート４０を切り離すこ
ともできる。さらに、包装おにぎり１０Ａのように、連結ブリッジ４３Ａ（図１２、図１
６参照）を、内シート４０の内側に配設し、切り離される切除部２７と残余部２８に残る
内シート４０とを架け渡すようにすることも可能である。この場合、ミシン目３２、４２
（図１参照）を省略することができる。
【０１５０】
　また、シート状食品５０、１６０、２６０（図１、図９、図１８、図２９参照）は、海
苔５１、１６１、２６１、２６５としたが、うす焼卵、薄切り焼き肉等シート状の食品を
適用することができる。
【０１５１】
　また、包装おにぎり１０Ｂにおいて、接着片１４５ａ（図１８、図１９参照）を設けず
に接着片１３３ａと接着片１３４ａとを接着するとともに、接着片１３３ｂと接着片１４
５ｂを接着しないで、接着片１４５ｂと接着片１３５ａのみを接着することも可能である
。この場合、接着部１２４に対応する部分と内シート１４０の側壁部１４５、接着部１２
５に対応する部分と外シート１３０の側壁部１３３、が接着されないことになるので、ミ
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シン目１３９、１５０を省略することができる。
【０１５２】
　また、包装おにぎり１０Ｃにおいて（図３１参照）、接着部形成片２４８ｃと掴み片２
７１のフランジ部２３５より突出する部分、接着部形成片２４３ｂと連結片２７２のフラ
ンジ部２３５より突出する部分、のみが、接着力がフランジ部２３５と開封シート２７０
が接着される部分の接着力より強固なものとすることも可能である。
【０１５３】
　また、包装おにぎり１０Ｃ１において（図３５、図３６参照）、外シート２３０の切除
部２２８となる部分と、残余部２２９となる部分とを別体で構成し、境界部分を重ね合わ
せて接着することで切り離し可能とすることもできる。
【符号の説明】
【０１５４】
１０　包装おにぎり
１０Ａ　包装おにぎり
１０Ｂ　包装おにぎり
１０Ｃ　包装おにぎり
１０Ｃ１　包装おにぎり
２０　包装体
２３　接着部
２７　切除部
２７ａ　始端部
２７ｂ　終端部
２８　残余部
２０Ａ　包装体
２１Ａ　誘導手段
２２Ａ　誘導手段
２３Ａ　接着部
２５Ａａ　二重接着部
２６Ａ　切り込み
２７Ａ　切除部
２７Ａａ　始端部
２７Ａｂ　終端部
２８Ａ　残余部
２９Ａ　誘導孔
３０　外シート
３２　ミシン目
３０Ａ　外シート
４０　内シート
４２　ミシン目
４０Ａ　内シート
４３Ａ　連結ブリッジ
５０　シート状食品
５１　海苔
１００　おにぎり
１２０　包装体
１２４　接着部
１２５　接着部
１２６　切除部
１２６ａ　始端部
１２６ｂ　終端部
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１２７　残余部
１３０　外シート
１３９　ミシン目
１４０　内シート
１４１　三角壁部
１５０　ミシン目
１６０　シート状食品
１６１　海苔
２２０　包装体
２２１　接着部
２２２　接着部
２２３　剥離手段
２２４　剥離手段
２２６　切除部
２２５　分離手段
２２６ａ　始端部
２２６ｂ　終端部
２２７　残余部
２２８　切除部
２２８ａ　始端部
２２８ｂ　終端部
２２９　残余部
２３０　外シート
２３６ａ　切り込み
２６０　シート状食品
２６１　海苔
２７０　開封シート
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】

【図２１】
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【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】 【図３２】

【図３３】 【図３４】
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【図３５】 【図３６】

【図３７】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月13日(2016.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内シートと外シートと前記内シートと前記外シートに挟まれて配置されるシート状食品
とが積層状態で構成される包装体が、前記内シートの内側でおにぎりを内包する包装おに
ぎりであって、
　前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シートで仕切られた空間内に配置された
密封状態にあり、
　前記包装体は、折り重ねられた状態で前記おにぎりを内包し、前記内シートと前記外シ
ートとが重ね合わされて接着された接着部を有し、
　前記接着部が、折り重ねられた前記内シートと前記外シートの外周縁部に形成され、
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を備え、
　前記切除部は、前記包装体の折り重ねられた折り曲げ部位の外周縁部の一端に形成され
た接着部の切り込みを始端にして、前記折り曲げ部位の外周縁部の他端を終端として形成
され、
　前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端
部とが連結され、
　前記切除部が切除されるときに、前記接着部から、前記包装体の前記切除部以外の部位
を構成する前記内シート及び前記外シートが分離可能とされる分離手段が配設され、
　前記切除部が切除されるときに、前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前
記内シートを引出し可能とされていることを特徴とする包装おにぎり。
【請求項２】
　内シートと外シートと前記内シートと前記外シートに挟まれて配置されるシート状食品
とが積層状態で構成される包装体が、前記内シートの内側でおにぎりを内包する包装おに
ぎりであって、
　前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シートで仕切られた空間内に配置された
密封状態にあり、
　前記包装体は、前記包装袋の折り重ねられた状態で前記おにぎりを内包し、前記内シー
トと前記外シートとが重ね合わされて接着された接着部を有し、
　前記接着部が、前記包装体の折り重ねられた前記内シートと前記外シートの外周縁部に
形成されるとともに、前記包装体の折り重ねられた折り曲げ部位の両端における外周縁部
には、外周縁部にある前記外シートどうしのみが接着された接着部が形成され、
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を備え、
　前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端
部とが、前記折り曲げ部位に沿った方向の両端で接着する連結ブリッジで連結され、
　さらに、前記包装体は、前記切除部が切除されるときに、前記包装体の前記切除部以外
の部位を構成する前記内シート及び前記外シートに前記接着部が含まれないように誘導す
る誘導手段を備え、
　前記誘導手段が、前記切除部の切り始め時に、前記切除部が前記折り曲げ部位の一方の
外周縁部の接着部から前記外周縁部の前記外シートどうしのみが接着された接着部におけ
る接着されていない残余部の境界部分に向かって切除されるように構成されるとともに、
前記切除部の切り終り時に、前記切除部が、前記切除部の終端において前記連結ブリッジ
における前記内シートの接着部位と前記切除部の接着部位との間を通るように切除可能に
構成されていることを特徴とする包装おにぎり。
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【請求項３】
　三角柱形状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された内シートと、三角柱形
状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された外シートと、前記内シートと前記
外シートに挟まれて配置されたシート状食品と、が積層状態で構成されるとともに、前記
外シート及び前記内シートの開口部を覆う開封シートを有する包装体が、前記内シートの
内側でおにぎりを内包する包装おにぎりであって、
　前記外シートは、開口された一面の部位において、開口部端縁部から外側四方に向かっ
て延設されるフランジ部が形成され、
　前記内シートは、三角形状の一対の三角壁部と、前記一対の三角壁部を連結する側壁部
と、前記一対の三角壁部から折り曲げられた側壁形成部に重ね合わされる壁形成シートと
、を有して構成され、前記側壁部の一端には、前記開封シート及び前記外シートのフラン
ジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し、前記壁形成シートの一端には、前記開封シ
ート及び前記外シートのフランジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し、
　前記開封シートと前記外シートの四方のフランジ部が接着して配置されるとともに、前
記内シートの側壁部の接着部形成片と前記開封シートの一端及び前記外シートの一方のフ
ランジ部が接着され、前記壁形成シートの接着部形成片と前記開封シートの他端及び前記
外シートの前記一方のフランジ部と対向する他方のフランジ部が接着され、前記内シート
の壁形成シートと前記内シートの側壁形成部が接着され、さらに、前記開封シートが前記
外シートと前記内シートの開口部を覆うように前記フランジ部に重ね合わされることによ
り、前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シートで仕切られた空間内に配置され
た密封状態にあり、
　前記開封シートと前記内シートの側壁部の接着部形成片及び前記開封シートと前記内シ
ートの壁形成シートの接着部形成片の接着力は、前記外シートのフランジ部と前記内シー
トの側壁部の接着部形成片、前記外シートのフランジ部と前記内シートの壁形成シートの
接着部形成片との接着力より強固となるように構成され、
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を有し、
　前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端
部とが連結され、
　前記包装体は、前記切除部が切除されるときに、前記外シートのフランジ部と前記内シ
ートの接着部分が剥がれ、前記内シートと前記開封シートの接着部分が剥がれない状態と
なることにより前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートを引出し
可能とされていることを特徴とする包装おにぎり。
【請求項４】
　三角柱形状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された内シートと、三角柱形
状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された外シートと、前記内シートと前記
外シートに挟まれて配置されたシート状食品と、が積層状態で構成されるとともに、前記
外シート及び前記内シートの開口部を覆う開封シートを有する包装体が、前記内シートの
内側でおにぎりを内包する包装おにぎりであって、
　前記外シートは、開口された一面の部位において、開口部端縁部から外側四方に向かっ
て延設されるフランジ部が形成され、
　前記内シートは、三角形状の一対の三角壁部と、前記一対の三角壁部を連結する側壁部
と、前記一対の三角壁部から折り曲げられた側壁形成部に重ね合わされる壁形成シートと
、を有して構成され、前記側壁部の一端には、前記開封シート及び前記外シートのフラン
ジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し、前記壁形成シートの一端には、前記開封シ
ート及び前記外シートのフランジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し、
　前記開封シートと前記外シートの四方のフランジ部が接着して配置されるとともに、前
記内シートの側壁部の接着部形成片と前記開封シートの一端及び前記外シートの一方のフ
ランジ部が接着され、前記壁形成シートの接着部形成片と前記開封シートの他端及び前記
外シートの前記一方のフランジ部と対向する他方のフランジ部が接着され、前記内シート
の壁形成シートと前記内シートの側壁形成部が接着され、さらに、前記開封シートが前記
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外シートと前記内シートの開口部を覆うように前記フランジ部に重ね合わされることによ
り、前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シートで仕切られた空間内に配置され
た密封状態にあり、
　前記内シートの側壁部の壁形成シートに対応する前記外シートの側壁部の上部と前記外
シートのフランジ部の下面側とを連結するように、前記外シートの側壁部の幅方向の中央
部位に前記外シートの側壁部の長手方向に向かって延設するリブが配設されるとともに、
前記リブの、前記フランジ部との接着される部位との離隔された位置において、前記外シ
ートの三角壁部に向かう方向に沿って切りこみが形成され、
　前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を有し、
　前記切除部が、前記切り込みの延長線上にある前記外シートに向かって切除され、
　前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端
部とが連結され、
　前記包装体は、前記切除部が前記切り込みから前記外シートの三角壁部を通って切除さ
れるときに、前記内シートと前記外シートの接着部から、前記切除部以外の前記外シート
と前記内シートを分離することにより前記内シートの前記おにぎりと前記シート状食品と
の間に位置する前記内シートを引出し可能とされていることを特徴とする包装おにぎり。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おにぎりと海苔とを分離状態で包装する包装おにぎりに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の包装おにぎりとして、特許文献１に記載されるものがあり、これによれば、矩形
体フィルムの両短手辺部分を分離片とするミシン目を設け、他の外周縁部を接着代とした
外フィルムの内側面上に海苔を重ね、さらにその内側面上の接着代より内方に位置し、か
つ、短手辺部のみが上記分離片部分に重なるように内フィルムを重ね、その上で内フィル
ム上ににぎり飯を載せ、外フィルムを内フィルムと共に二つ折り状に折り返してにぎり飯
の上に折り重ね、分離片部分とこの部分に重なった短手辺部とを熱融着等により接着し、
接着代同士を熱融着等により接着して形成されていた。
【０００３】
　そして、分離手段によって外フィルムの分離片を分離すれば、この分離片と共に包被状
態の外フィルムから内フィルムを引き抜くことができ、容易に海苔とにぎり飯を合体させ
て海苔巻きおにぎりを得ることができることとされていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０７－２７４８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記特許文献１の包装おにぎりでは、外フィルムの分離片を分離する方向と、
内フィルムを引き抜く方向とが直交しているので、分離片を持つ手を持ちかえる必要があ
り、引き抜き動作がしにくいという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みて、分離する部分（分離片）を手で分離した後、内シート（内
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フィルム）をその手で抜く際に、その手を持ちかえることなく、より容易に引き抜くこと
ができる包装おにぎりを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明では、内シートと外シートと前記内シートと前記外シートに挟まれ
て配置されるシート状食品とが積層状態で構成される包装体が、前記内シートの内側でお
にぎりを内包する包装おにぎりであって、前記シート状食品は、前記外シート及び前記内
シートで仕切られた空間内に配置された密封状態にあり、前記包装体は、折り重ねられた
状態で前記おにぎりを内包し、前記内シートと前記外シートとが重ね合わされて接着され
た接着部を有し、前記接着部が、折り重ねられた前記内シートと前記外シートの外周縁部
に形成され、前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を
備え、前記切除部は、前記包装体の折り重ねられた折り曲げ部位の外周縁部の一端に形成
された接着部の切り込みを始端にして、前記折り曲げ部位の外周縁部の他端を終端として
形成され、前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除
部の終端部とが連結され、前記切除部が切除されるときに、前記接着部から、前記包装体
の前記切除部以外の部位を構成する前記内シート及び前記外シートが分離可能とされる分
離手段が配設され、前記切除部が切除されるときに、前記おにぎりと前記シート状食品と
の間に位置する前記内シートを引出し可能とされていることを特徴とする。
【０００８】
　これによれば、切除部の終端部において切除部とおにぎりとシート状食品との間に位置
する内シートとが連結されていることにより、切除部を切除する手の動きを利用して、お
にぎりとシート状食品との間にある内シートを引き出し可能となる。よって、内シートを
手で持ちかえることなく、より容易に引き抜くことができる。また、接着部から内シート
、外シートが分離可能となるので、内シートを容易に引き抜くことができることにつなが
る。特に、包装体の密封性を確保するために、切除部の切り始めが接着部に設けられて、
そのまま切除部を切除すると、包装体の切除部以外の部位に接着部が残ってしまう場合に
、分離手段により、接着部から、内シート、外シートを分離可能となるので、内シートを
確実に引き抜くことができる。さらに、前記接着部は、前記おにぎりを内包して折り畳ま
れた状態において、前記内シートと前記外シートの折り曲げられた部位外周縁部に形成さ
れているから、シート状食品は外シートの外部及び内シートの内部からも密封された状態
にあることになり、おにぎりを食する直前まで湿気によるシート状食品の品質の低下を防
止することができる。
【０００９】
　またこの発明では、内シートと外シートと前記内シートと前記外シートに挟まれて配置
されるシート状食品とが積層状態で構成される包装体が、前記内シートの内側でおにぎり
を内包する包装おにぎりであって、前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シート
で仕切られた空間内に配置された密封状態にあり、前記包装体は、前記包装袋の折り重ね
られた状態で前記おにぎりを内包し、前記内シートと前記外シートとが重ね合わされて接
着された接着部を有し、前記接着部が、前記包装体の折り重ねられた前記内シートと前記
外シートの外周縁部に形成されるとともに、前記包装体の折り重ねられた折り曲げ部位の
両端における外周縁部には、外周縁部にある前記外シートどうしのみが接着された接着部
が形成され、前記包装体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を
備え、前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の
終端部とが、前記折り曲げ部位に沿った方向の両端で接着する連結ブリッジで連結され、
さらに、前記包装体は、前記切除部が切除されるときに、前記包装体の前記切除部以外の
部位を構成する前記内シート及び前記外シートに前記接着部が含まれないように誘導する
誘導手段を備え、前記誘導手段が、前記切除部の切り始め時に、前記切除部が前記折り曲
げ部位の一方の外周縁部の接着部から前記外周縁部の前記外シートどうしのみが接着され
た接着部における接着されていない残余部の境界部分に向かって切除されるように構成さ
れるとともに、前記切除部の切り終り時に、前記切除部が、前記切除部の終端において前
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記連結ブリッジにおける前記内シートの接着部位と前記切除部の接着部位との間を通るよ
うに切除可能に構成されていることを特徴とする。
【００１０】
　これによれば、包装体の切除部以外の部位を構成する内シート及び外シートに接着部が
含まれないようになるので、内シートを容易に引き抜くことができることにつながる。
【００１１】
　またこの発明は、三角柱形状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された内シ
ートと、三角柱形状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された外シートと、前
記内シートと前記外シートに挟まれて配置されたシート状食品と、が積層状態で構成され
るとともに、前記外シート及び前記内シートの開口部を覆う開封シートを有する包装体が
、前記内シートの内側でおにぎりを内包する包装おにぎりであって、前記外シートは、開
口された一面の部位において、開口部端縁部から外側四方に向かって延設されるフランジ
部が形成され、前記内シートは、三角形状の一対の三角壁部と、前記一対の三角壁部を連
結する側壁部と、前記一対の三角壁部から折り曲げられた側壁形成部に重ね合わされる壁
形成シートと、を有して構成され、前記側壁部の一端には、前記開封シート及び前記外シ
ートのフランジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し、前記壁形成シートの一端には
、前記開封シート及び前記外シートのフランジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し
、前記開封シートと前記外シートの四方のフランジ部が接着して配置されるとともに、前
記内シートの側壁部の接着部形成片と前記開封シートの一端及び前記外シートの一方のフ
ランジ部が接着され、前記壁形成シートの接着部形成片と前記開封シートの他端及び前記
外シートの前記一方のフランジ部と対向する他方のフランジ部が接着され、前記内シート
の壁形成シートと前記内シートの側壁形成部が接着され、さらに、前記開封シートが前記
外シートと前記内シートの開口部を覆うように前記フランジ部に重ね合わされることによ
り、前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シートで仕切られた空間内に配置され
た密封状態にあり、前記開封シートと前記内シートの側壁部の接着部形成片及び前記開封
シートと前記内シートの壁形成シートの接着部形成片の接着力は、前記外シートのフラン
ジ部と前記内シートの側壁部の接着部形成片、前記外シートのフランジ部と前記内シート
の壁形成シートの接着部形成片との接着力より強固となるように構成され、前記包装体は
、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を有し、前記おにぎりと前記
シート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端部とが連結され、前記
包装体は、前記切除部が切除されるときに、前記外シートのフランジ部と前記内シートの
接着部分が剥がれ、前記内シートと前記開封シートの接着部分が剥がれない状態となるこ
とにより前記おにぎりと前記シート状食品との間に位置する前記内シートを引出し可能と
されていることを特徴とする。
【００１２】
　これによれば、シート状食品が外シートと内シートとの間で仕切られた空間内に配置さ
れた密封状態において、切除部を切除する際、前記外シートのフランジ部と前記内シート
の接着部分が剥がれて前記内シートと前記開封シートの接着部分が剥がれない状態となる
ことにより、切除部で切除終了時に内シートを引き出すことができる。このため、おにぎ
りを食する直前までシート状食品を密封状態に維持することができてシート状食品の品質
の低下を防止することができる。
【００１３】
　また、この発明は、三角柱形状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された内
シートと、三角柱形状の一面が開口されて中空状の三角柱形状に形成された外シートと、
前記内シートと前記外シートに挟まれて配置されたシート状食品と、が積層状態で構成さ
れるとともに、前記外シート及び前記内シートの開口部を覆う開封シートを有する包装体
が、前記内シートの内側でおにぎりを内包する包装おにぎりであって、前記外シートは、
開口された一面の部位において、開口部端縁部から外側四方に向かって延設されるフラン
ジ部が形成され、前記内シートは、三角形状の一対の三角壁部と、前記一対の三角壁部を
連結する側壁部と、前記一対の三角壁部から折り曲げられた側壁形成部に重ね合わされる
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壁形成シートと、を有して構成され、前記側壁部の一端には、前記開封シート及び前記外
シートのフランジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有し、前記壁形成シートの一端に
は、前記開封シート及び前記外シートのフランジ部の一端に接着可能な接着部形成片を有
し、前記開封シートと前記外シートの四方のフランジ部が接着して配置されるとともに、
前記内シートの側壁部の接着部形成片と前記開封シートの一端及び前記外シートの一方の
フランジ部が接着され、前記壁形成シートの接着部形成片と前記開封シートの他端及び前
記外シートの前記一方のフランジ部と対向する他方のフランジ部が接着され、前記内シー
トの壁形成シートと前記内シートの側壁形成部が接着され、さらに、前記開封シートが前
記外シートと前記内シートの開口部を覆うように前記フランジ部に重ね合わされることに
より、前記シート状食品は、前記外シート及び前記内シートで仕切られた空間内に配置さ
れた密封状態にあり、前記内シートの側壁部の壁形成シートに対応する前記外シートの側
壁部の上部と前記外シートのフランジ部の下面側とを連結するように、前記外シートの側
壁部の幅方向の中央部位に前記外シートの側壁部の長手方向に向かって延設するリブが配
設されるとともに、前記リブの、前記フランジ部との接着される部位との離隔された位置
において、前記外シートの三角壁部に向かう方向に沿って切りこみが形成され、前記包装
体は、前記おにぎりを内包した状態において、切除される切除部を有し、前記切除部が、
前記切り込みの延長線上にある前記外シートに向かって切除され、前記おにぎりと前記シ
ート状食品との間に位置する前記内シートと、前記切除部の終端部とが連結され、前記包
装体は、前記切除部が前記切り込みから前記外シートの三角壁部を通って切除されるとき
に、前記内シートと前記外シートの接着部から、前記切除部以外の前記外シートと前記内
シートを分離することにより前記内シートの前記おにぎりと前記シート状食品との間に位
置する前記内シートを引出し可能とされていることを特徴とする。
【００１４】
　これによれば、シート状食品が外シートと内シートとの間で仕切られた空間内に配置さ
れた密封状態において、切除部を切除する際、側壁部に配置されたリブに形成された切り
こみを切り込むことにより、リブに連結された外シートの上部が切除され、内シートと分
離させることができる。切除部と内シートとは切除部の終端部において連結されているこ
とから、切除部で切除終了時に内シートを引き出すことができる。このため、おにぎりを
食する直前までシート状食品を密封状態に維持することができてシート状食品の品質の低
下を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第一の実施形態における包装体の分解斜視図である。
【図２】同実施形態の包装体の展開平面図である。
【図３】同実施形態の包装おにぎりの正面図である。
【図４】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図５】使用態様の説明図で、図４の続きである。
【図６】使用態様の説明図で、図５の続きである。
【図７】使用態様の説明図で、図６の続きである。
【図８】使用態様の説明図で、図７の続きである。
【図９】本発明の第二の実施形態における包装体の分解斜視図である。
【図１０】同実施形態の包装体の展開平面図である。
【図１１】同実施形態の包装体の後側からみた斜視図である。
【図１２】同実施形態の包装おにぎりの正面図である。
【図１３】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図１４】使用態様の説明図で、図１３の続きである。
【図１５】使用態様の説明図で、図１４の続きである。
【図１６】使用態様の説明図で、図１５の続きである。
【図１７】使用態様の説明図で、図１６の続きである。
【図１８】本発明の第三の実施形態における包装体の分解斜視図である。
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【図１９】同実施形態の海苔の展開平面図である。
【図２０】同実施形態の内シート及び壁形成シートの展開平面図である。
【図２１】同実施形態の包装おにぎりの斜視図である。
【図２２】同実施形態の使用態様の説明図である。
【図２３】使用態様の説明図で、図２２の続きである。
【図２４】使用態様の説明図で、図２３の続きである。
【図２５】本発明の第三の実施形態における包装おにぎりの変形例の正面図　　である。
【図２６】同変形例の使用態様の説明図である。
【図２７】使用態様の説明図で、図２６の続きである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明による包装おにぎりの第一の実施形態を図面に基づいて説明する。包装おにぎり
１０は、概略的には、図１～３に示すように、外シート３０と、内シート４０と、内シー
ト４０と外シート３０に挟まれて配置されるシート状食品５０とが積層状態で構成される
包装体２０が、折り曲げられた状態でおにぎり１００を内包するものである。
【００１７】
　包装体２０は図１、２に示すように、外シート３０と、内シート４０と、シート状食品
５０と、で構成されている。なお、包装体２０の説明においては、図２の紙面における上
下を上下方向、図２の紙面における左方向を左、右方向を右とし、図２の紙面における手
前側を前、奥側を後方向とする。
【００１８】
　外シート３０は、透明で可撓性を有するとともに上下方向に易開封性を有する合成樹脂
で矩形状に形成されている。外シート３０の上下の外周縁近傍には、包装おにぎり１０を
開封するときに切れる方向を誘導する、カットテープ３１、３１が左右方向に沿ってそれ
ぞれ配設されている。外シート３０の右側の後述する幅広部分２２となる部分の近傍には
、分離手段としてのミシン目３２が形成されている。
【００１９】
　内シート４０は、透明で可撓性を有するとともに上下方向に易開封性を有し、かつ、表
面が高い滑り性を有する合成樹脂で矩形状に形成され、外シート３０と略同一のサイズと
されている。内シート４０の上下の外周縁近傍には、包装おにぎり１０を開封するときに
切れる方向を誘導する、カットテープ４１、４１が左右方向に沿ってそれぞれ配設されて
いる。内シート４０の左側の後述する幅広部分２１となる部分の近傍には、分離手段とし
てのミシン目４２が形成されている。
【００２０】
　シート状食品５０として、本実施形態では、矩形状の海苔５１が用いられている。海苔
５１は、包装体２０に形成された状態において、内部に収納可能となるように、外シート
３０及び内シート４０より縦横のサイズが小さく形成されている。
【００２１】
　包装体２０は、後側から、外シート３０、海苔５１、内シート４０の順に重ねられ、図
１の斜線部分に示される、外シート３０及び内シート４０の外周縁部３０ａ、４０ａを、
熱溶着等して接着することで、内部に海苔５１が収納された袋体に形成される。接着され
た包装体２０の左右の外周縁部の上下方向における中央部には、左右方向における幅が広
く中央側に突出して接着された、幅広部分２１、２２がそれぞれ設けられている。
【００２２】
　包装体２０の内シート４０の前側、かつ、上部側におにぎり１００を配置して、包装体
２０を二つ折りして重ね合わせて、既に外シート３０と内シート４０とが接着されている
部分（外周縁部）を、略コの字状に接着する。接着された部分が接着部２３（特許請求の
範囲における接着部に相当する）となる。幅広部分２１、２２が折り重ねられて接着され
た部分が、幅広接着部２４、２５とされる。左側に位置する幅広接着部２４に切り込み２
６を形成して包装おにぎり１０が完成する。
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【００２３】
　包装おにぎり１０の機能作用を説明する。機能作用の説明では、図４～８の紙面におけ
る、上下を上下方向、図４～８の紙面における左方向を左、右方向を右とし、図４～８の
紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００２４】
　包装体２０は、幅広接着部２４の切り込み２６より左側を手で持ち上側に引っ張ると、
図４に示すように、幅広接着部２４で接着されて一体化している外シート３０及び内シー
ト４０は、上側に向かって切れていく。
【００２５】
　補説すると、接着部２３を含んだ外シート３０及び内シート４０の切り離される側が切
除部２７となり、おにぎり１００及び海苔５１を覆って残る外シート３０及び内シート４
０側が残余部２８（特許請求の範囲における包装体の切除部以外の部位に相当する）。と
なる。（なお、切除部２７、残余部２８は、切除部２７が切り離されてから完全に切り離
されるまでの状態をいうものとする。）つまり、切除部２７は、接着部２３を含み、包装
体２０の折り曲げ部分２０ａの、左側（一端側）に始端部２７ａが設けられ、右側（他端
側）に終端部２７ｂが設けられていることになる。
【００２６】
　包装体２０が、外シート３０及び内シート４０に配設されたカットテープ３１、４１ま
で切れていくと、外シート３０及び内シート４０は、図５に示すように、カットテープ３
１、４１に誘導されて右方向に切れていく。外シート３０及び内シート４０が、カットテ
ープ３１、４１の右端部まで切れると、図６に示すように、外シート３０及び内シート４
０の易開封性により、接着部２３との境界近傍を下側に向かって切れて行く。そして、包
装体２０を構成する外シート３０及び内シート４０が、幅広接着部２５まで切れていくと
、幅広接着部２５に妨げられて内シート４０の切断はとまる。つまり、残余部２８の内シ
ート４０と切除部２７の内シート４０が切れずに、終端部２７ｂで連結された状態が維持
される。
【００２７】
　そして、さらに切除部２７を手で右側に引っ張ると、図７に示すように、外シート３０
は、ミシン目３２に誘導されて下端まで切れて、幅広接着部２５から切除される。一方、
内シート４０は、ミシン目４２に誘導されて残余部２８に残った幅広接着部２４から切除
される。これにより、内シート４０が右側に引っ張りだすことが可能となる。
【００２８】
　換言すれば、外シート３０と内シート４０が、重ね合わされて接着された接着部２３を
切除したうえで、切除部２７と残余部２８の内シート４０とを連結させた状態とする。そ
して、残余部２８側に残る接着部２３（幅広接着部２４）と残余部２８側に残る内シート
４０を、切除部２７側の接着部２３（幅広接着部２５）と残余部２８側に残る外シート３
０を、分離可能として、残余部２８側に残る内シート４０をおにぎり１００と海苔５１の
間から、右側に引っ張り出せる構成とされている。
【００２９】
　内シート４０を引っ張り出すと、図８に示すように、外シート３０が残り、手を汚さず
に、海苔５１に覆われたおにぎり１００を得ることができる。これにより、手を汚すこと
なく、包装おにぎり１０を開封して食べることが可能となる。
【００３０】
　上記構成の包装おにぎり１０では、内シート４０と外シート３０と内シート４０と外シ
ート３０に挟まれて配置されるシート状食品５０とが積層状態で構成される包装体２０が
、内シート４０の内側でおにぎり１００を内包する包装おにぎりであって、包装体２０は
、おにぎり１００を内包した状態において、切除される切除部２７を備え、おにぎり１０
０とシート状食品５０との間に位置する内シート４０と、切除部２７の終端部２７ｂとが
連結され、切除部２７が切除されるときに、おにぎり１００とシート状食品５０との間に
位置する内シート４０を引き出し可能とされていることを特徴とする。
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【００３１】
　これによれば、切除部２７の終端部２７ｂにおいて切除部２７とおにぎり１００とシー
ト状食品５０との間に位置する内シート４０とが連結されていることにより、切除部２７
を切除する手の動きを利用して、おにぎり１００とシート状食品５０との間にある内シー
ト４０を引き出し可能となる。よって、内シート４０を手で持ちかえることなく、より容
易に引き抜くことができる。
【００３２】
　また、包装体２０は、おにぎり１００を内包した状態において、内シート４０と外シー
ト３０とが重ね合わされて接着された接着部２３を有し、包装体２０の切除部２７以外の
部位（残余部２８）には、切除部２７が切除されるときに、接着部２３から包装体２０の
切除部２７以外の部位（残余部２８）を構成する内シート４０及び外シート３０が分離可
能とされる分離手段（ミシン目３２、ミシン目４２）が配設されている。
【００３３】
　これによれば、接着部２３から内シート４０、外シート３０を分離可能となるので、内
シート４０を容易に引き抜くことができることにつながる。本実施形態では、包装体２０
の密封性を確保するために、幅広接着部２４に切り込み２６が形成され、切除部２７を切
除するとそのままでは、包装体２０の切除部２７以外の部位（残余部２８）に接着部２３
（幅広接着部２４、幅広接着部２５）が残ってしまうが、分離手段（ミシン目３２、ミシ
ン目４２）により、接着部２３（幅広接着部２４、幅広接着部２５）から、内シート４０
、外シート３０を分離可能となるので、内シート４０を確実に引き抜くことができる。
【００３４】
　また、包装体２０は、おにぎり１００を内包した状態において、二つ折りされ、内シー
ト４０と外シート３０の外周縁部３０ａ、４０ａが重ね合わされて接着された接着部２３
を有し、切除部２７は、接着部２３を含み、包装体２０の折り曲げ部分２０ａの、一端側
に始端部２７ａが設けられ、他端側に終端部２７ｂが設けられている。
【００３５】
　これによれば、接着部２３が形成されない包装体２０の折り曲げ部分２０ａの一端側か
ら他端側に向かって接着部２３を含んだ切除部２７を切除することになり、切除部２７を
切除するときの、包装体２０の折り曲げ部分２０ａの一端から他端に向かう手の動きを利
用して、おにぎり１００とシート状食品５０との間に位置する残余部２８の内シート４０
を、包装体２０の折り曲げ部分２０ａに沿って引き出し可能となる。
【００３６】
　本発明の第二の実施形態を説明する。以下の説明において、第一の実施形態と同じ構成
については、同一符号を付し全部又は一部の説明を省略する。なお、包装体２０Ａの説明
においては、図１０の紙面における上下を上下方向、図１０の紙面における左方向を左、
右方向を右とし、図１０の紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００３７】
　包装おにぎり１０Ａは、図９～１２に示すように、外シート３０Ａと、内シート４０Ａ
と、内シート４０Ａと外シート３０Ａに挟まれて配置されるシート状食品５０とが積層状
態で構成される包装体２０Ａが、折り曲げられた状態でおにぎり１００を内包するもので
ある。
【００３８】
　外シート３０Ａは、外シート３０と同様の部材であるが、上下方向の長さＬ１が内シー
ト４０Ａの上下方向の長さＬ２より長く形成されている。
【００３９】
　図９において、外シート３０Ａの中央部の網掛け線を付した部分は、外シート３０Ａと
内シート４０Ａとが折り重ねられて包装体２０Ａとなったときに、内シート４０Ａと重な
り合わない余りしろ３３Ａとされる。
【００４０】
　また、外シート３０Ａの左側の外周縁部３０Ａａの、上下方向における中央部には、左
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右方向の幅が他の外周縁部３０Ａａより幅広に形成された掴み代形成部３４Ａが配設され
ている。
【００４１】
　内シート４０Ａは、内シート４０と同様の部材であるが、右側の外周縁部の中央部から
左右方向における中央に向かって、左右方向に長尺な帯状の連結ブリッジ４３Ａが配設さ
れている。連結ブリッジ４３Ａは、内シート４０Ａと同様の部材で、内シート４０Ａの前
側に配置され、左右方向の端部４３Ａａ、４３Ａｂにおいてのみ、内シート４０Ａと接着
されている。連結ブリッジ４３Ａは、後述する切除部２７Ａを切り離すときに、切除部２
７Ａと後述する残余部２８Ａの内シート４０Ａと連結可能とするものである。
【００４２】
　また、内シート４０Ａの左側の外周縁部４０Ａａの、上下方向における中央部には、左
右方向の幅が他の外周縁部４０Ａａより幅広に形成された掴み代形成部４４Ａが配設され
ている。掴み代形成部４４Ａは、掴み代形成部３４Ａより、余りしろ３３Ａに相当する分
だけ、上下方向の長さが短く形成されている。換言すれば、掴み代形成部４４Ａと、掴み
代形成部３４Ａとは、後述する外シート３０Ａと内シート４０Ａを接着し包装体２０Ａを
袋体としたときに、余りしろ３３Ａを除いた部分が略同一形状となるように形成されてい
る。
【００４３】
　包装体２０Ａは、図１０、１１に示すように、外シート３０Ａの余りしろ３３を折り合
わせ、後側に外シート３０Ａの他の部分に対して直交するように形成し、外シート３０Ａ
を内シート４０Ａの長さＬ２と略同一の長さとし、後側から外シート３０Ａ、海苔５１、
内シート４０Ａの順に重ね合わせ、掴み代形成部３４Ａ、４４Ａを含む外周縁部３０Ａａ
、４０Ａａを接着し、内部に海苔５１が収納された袋体に形成される。
【００４４】
　そして、図１０の状態で、包装体２０Ａの内シート４０Ａの前側、かつ、上部側におに
ぎり１００を配置する。そして、袋体に形成された包装体２０Ａを二つ折りして重ね合わ
せて、図１２に示すように、既に外シート３０Ａと内シート４０Ａとが接着されている部
分（外周縁部３０Ａａ、４０Ａａ）を、略コの字状に接着する。
【００４５】
　このとき、掴み代形成部３４Ａどうし、及び、掴み代形成部３４Ａ、掴み代形成部４４
Ａ、が折り重ねられて接着された部分が、掴み代２５Ａとされる。掴み代２５Ａは、外シ
ート３０Ａの掴み代形成部３４Ａどうしが重ね合わされて二枚が重なる二重接着部２５Ａ
ａと、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａが折り重ねられて、四枚が重なる四重接着部２
５Ａｂとを有することになる。
【００４６】
　また、連結ブリッジ４３Ａは、包装体２０Ａ本体と同様に二つ折りされ端部４３Ａｂ側
で、既に外シート３０Ａと内シート４０Ａとが接着されている部分に挟まれて接着されて
いる。
【００４７】
　そして、本実施形態では、掴み代２５Ａを含む、外シート３０Ａどうし、及び、外シー
ト３０Ａと内シート４０Ａとが接着された部分が接着部２３Ａ（特許請求の範囲における
接着部に相当する）となる。
【００４８】
　さらに、図１２の丸内に示すように、外シート３０Ａの余りしろ３３Ａが重ね合わされ
て接着されている部位（二重接着部２５Ａａ）に、切り込み２６Ａを形成し、切り込み２
６Ａから内シート４０Ａの折り曲げ部分４０Ａｂの接着部２３Ａとの境界部分に向かって
二重接着部２５Ａａが切れるように誘導する長円形の誘導孔２９Ａを複数設けることで、
包装おにぎり１０Ａが完成する。なお、包装体２０Ａの図１２の状態が、特許請求の範囲
における「おにぎりを内包した状態」となる。
【００４９】
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　包装おにぎり１０Ａの機能作用を説明する。本実施形態体の機能作用の説明では、図１
２～１７の紙面における、上下を上下方向、図１２～１７の紙面における左方向を左、右
方向を右とし、図１２～１７の紙面における手前側を前、奥側を後方向とする。
【００５０】
　包装体２０Ａを、図１２の状態から、掴み代２５Ａの二重接着部２５Ａａに形成された
切り込み２６Ａより左側を手で持ち上側に引っ張ると、図１３に示すように、誘導孔２９
Ａに誘導されて、内シート４０Ａの四重接着部２５Ａｂと接着されていない部位の境界に
向かって、二重接着部２５Ａａを斜め上方に切れていく。換言すれば、残余部２８Ａ側の
内シート４０Ａに接着部２３Ａが含まれないように切れていく。
【００５１】
　そして、二重接着部２５Ａａと、切り込み２６Ａと、誘導孔２９Ａと、で残余部２８Ａ
側の内シート４０Ａに接着部２３Ａが含まれないように誘導する誘導手段２１Ａが構成さ
れていることになる。
【００５２】
　また、本実施形態では、接着部２３Ａを含んだ外シート３０Ａ及び内シート４０Ａの切
り離される側が切除部２７Ａ（左側が始端部２７Ａａとなる）となり、おにぎり１００及
び海苔５１を覆って残る外シート３０Ａ及び内シート４０Ａ側が残余部２８Ａ（特許請求
の範囲における包装体の切除部以外の部位に相当する）となる。
【００５３】
　包装体２０Ａは、図１３に示すように、残余部２８Ａの内シート４０Ａに、接着部２３
Ａを含まない状態で、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａが、上側に向かって切れていく
。
【００５４】
　その後、切除部２７Ａが、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａに配設されたカットテー
プ３１、４１まで切れていくと、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａは、図１４に示すよ
うに、カットテープ３１、４１に誘導されて右方向に切れていく。
【００５５】
　外シート３０Ａ及び内シート４０Ａが、カットテープ３１、４１の右端部まで切れると
、図１５に示すように、外シート３０Ａ及び内シート４０Ａの易開封性により、接着部２
３との境界近傍を下側に向かって切れて行く。
【００５６】
　そして、図１６に示すように、包装体２０Ａを構成する外シート３０Ａ及び内シート４
０Ａが、折れ曲がり部３０Ａｂ、４０Ａｂまで切れていく。
【００５７】
　本実施形態の場合、外シート３０Ａは、接着部２３Ａを含んだ切除部２７Ａ側と、残余
部２８Ａ側とに、終端部２７Ａｂ側において、完全に切り離され分離する。また、内シー
ト４０Ａは、連結ブリッジ４３Ａとの接着部分である連結ブリッジ４３Ａの端部４３Ａａ
、４３Ａｂの間の外側をまわり込みながら切れていく。つまり、連結ブリッジ４３Ａは、
外シート３０Ａ及び内シート４０Ａの内側に配置され、端部４３Ａａ、４３Ａｂにおいて
のみ、内シート４０Ａと接着されているので、残余部２８Ａ側の内シート４０Ａと切除部
２７Ａ側の内シート４０Ａが、終端部２７Ａｂ側で連結された状態が維持される。
【００５８】
　以上のことから、連結ブリッジ４３Ａと、上下方向に易開封性を有する、外シート３０
Ａ及び内シート４０Ａとで、接着部２３Ａが残余部２８Ａの内シート４０Ａ及び外シート
３０Ａ側に含まれないように誘導する誘導手段２２Ａが構成される。
【００５９】
　一方、残余部２８Ａの内シート４０Ａには接着部２３Ａは残らない。これにより、内シ
ート４０Ａが右側に引っ張りだすことが可能となる。
【００６０】
　換言すれば、外シート３０Ａと内シート４０Ａが、重ね合わされて接着された接着部２
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３Ａを切除したうえで、切除部２７Ａと残余部２８Ａの内シート４０Ａとを連結させた状
態として、残余部２８Ａ側に残る内シート４０Ａをおにぎり１００と海苔５１の間から、
右側に引っ張り出せる構成とされている。
【００６１】
　内シート４０Ａを引っ張り出すと、図１７に示すように、外シート３０Ａが残り、手を
汚さずに、海苔５１に覆われたおにぎり１００を得ることができる。
【００６２】
　上記構成の包装おにぎり１０Ａによっても、内シート４０Ａを引っ張り出すと、外シー
ト３０Ａが残り、手を汚さずに、海苔５１に覆われたおにぎり１００を得ることができる
。これにより、手を汚すことなく、包装おにぎり１０Ａを開封して食べることが可能とな
る。
【００６３】
　上記構成の包装体２０Ａでは、おにぎり１００を内包した状態において、内シート４０
Ａと外シート３０Ａとが重ね合わされて接着された接着部２３Ａを有し、切除部２７Ａが
切除されるときに、包装体２０Ａの切除部２７Ａ以外の部位（残余部２８Ａ）を構成する
内シート４０Ａ及び外シート３０Ａに接着部２３Ａが含まれないように誘導する誘導手段
２１Ａ（二重接着部２５Ａａ、切り込み２６Ａ、誘導孔２９Ａ）、２２Ａ（外シート３０
Ａ、内シート４０Ａ、連結ブリッジ４３Ａ）を備えている。
【００６４】
　これによれば、包装体２０Ａの切除部２７Ａ以外の部位（残余部２８Ａ）を構成する内
シート４０Ａ及び外シート３０Ａに接着部２３Ａが含まれないようになるので、内シート
４０を容易に引き抜くことができることにつながる。
【００６５】
　本発明の第三の実施形態を説明する。実施する際には内シート２４０、シート状食品２
６０及び開封シート２７０には、線は付されないが、理解を容易にするため、図面に二点
鎖線を付して説明する。二点鎖線は、各構成部分のおおよその境界、折り曲げ部分を示す
ものとする。
【００６６】
　包装おにぎり１０Ｃは、図２１に示すように、内シート２４０と外シート２３０と内シ
ート２４０と外シート２３０に挟まれて配置されるシート状食品２６０とが積層状態で構
成される包装体２２０が、内シート２４０の内側でおにぎり１００を内包する。
【００６７】
　包装体２２０は、図１８、２１に示すように、外シート２３０と、内シート２４０と、
シート状食品２６０と、開封シート２７０と、で構成されている。なお、包装体２２０の
説明において、図１８を参照する場合においては、図１８の矢印の、Ｆを前、Ｂを後ろ、
Ｒを右、Ｌを左、Ｕを上、Ｄを下、とする。
【００６８】
　外シート２３０は、可撓性を有する合成樹脂で形成され、図１８に示すように、三角形
状に形成され前後方向において対向して配置される二つの三角壁部２３１、２３２と、長
方形状に形成され三角壁部２３１、２３２の下側の辺、左斜め上側の辺、どうしを連結す
る二つの側壁部２３３、２３４と、を有して、右斜め上方側が開口する中空な略三角柱形
状に形成されている。外シート２３０の開口端縁部から外側に向かって延設されるフラン
ジ部２３５が配設されている。
【００６９】
　内シート２４０は、可撓性を有するとともに表面が高い滑り性を有する合成樹脂で、図
２０に示すように、三角形状に形成された二つの三角壁部２４１、２４２と、長方形状に
形成され三角壁部２４１、２４２の対向する辺どうしを連結する側壁部２４３と、を有し
ている。
【００７０】
　側壁部２４３の長手方向における一端側には、略矩形状の蓋片２４３ａが配設されてい
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る。側壁部２４３の長手方向における他端側には、略矩形状の接着部形成片２４３ｂが配
設されている。
【００７１】
　三角壁部２４１の蓋片２４３ａに近い側の辺には、長方形状の側壁形成片部２４４が延
設され、三角壁部２４２の蓋片２４３ａに近い側の辺には、長方形状の側壁形成片部２４
５が延設され、三角壁部２４１の接着部形成片２４３ｂに近い側の辺には、長方形状のフ
ランジ形成片２４６が延設され、三角壁部２４２の接着部形成片２４３ｂに近い側の辺に
は、長方形状のフランジ形成片２４７が延設されている。
【００７２】
　三角壁部２４１、２４２は、三角壁部２３１、２３２より若干小さめのサイズに形成さ
れ、側壁部２４３は、側壁部２３３、２３４より若干小さめのサイズに形成されている。
側壁形成片部２４４と、側壁形成片部２４５とを合わせたサイズは、側壁部２３３、２３
４より若干小さいサイズに形成されている。また、フランジ形成片２４６、２４７の突出
幅は、フランジ部２３５の突出幅より小さく設定されている。
【００７３】
　壁形成シート２４８は、可撓性を有する合成樹脂で帯状に形成され、側壁形成片部２４
４及び、側壁形成片部２４５の長手方向における長さと略二倍の長さに設定されている。
壁形成シート２４８の長手方向における一方の端部には、略矩形状の接着部形成片２４８
ｃが延設されている。
【００７４】
　壁形成シート２４８の接着部形成片２４８ｃを除いた部分の長手方向における中央部分
に折り曲げ部２４８ａが形成されている。壁形成シート２４８の長手方向における接着部
形成片２４８ｃとは反対側の端部から折り曲げ部２４８ａまでの表裏いずれか一方の面（
図２０においては紙面奥側の面）が、側壁形成片部２４４及び側壁形成片部２４５と接着
可能な接着面２４８ｂとされている。
【００７５】
　壁形成シート２４８は、接着面２４８ｂで側壁形成片部２４４、側壁形成片部２４５と
接着され、おにぎり１００を内包した状態において、内シート２４０の側の側壁部分を形
成するものである。
【００７６】
　接着部形成片２４３ｂと、接着部形成片２４８ｃは、外シート２３０のフランジ部２３
５と重ね合わせたときに、フランジ部２３５より突出するように形成されている。
【００７７】
　シート状食品２６０として、本実施形態では、図１９に示すように、二枚の海苔２６１
、２６５が用いられている。海苔２６１は、三角形状の三角壁部２６２と、三角壁部２６
２の二辺からそれぞれ外側に向かって延設され、長方形状に形成されたふたつの側壁部２
６３、２６４と、を有している。海苔２６５は、三角形状の三角壁部２６６と、三角壁部
２６６の二辺からそれぞれ外側に向かって延設され、長方形状に形成されたふたつの側壁
部２６７、２６８と、を有している。三角壁部２６２、２６６は、三角壁部２３１、２３
２より若干小さめのサイズに形成され、側壁部２６３、２６４、２６７、２６８は、側壁
部２３３、２３４より若干小さめのサイズに形成されている。
【００７８】
　開封シート２７０は、可撓性を有して角部分が丸く形成された略矩形状のシートが用い
られ、図１８に示すように、フランジ部２３５の外形形状と略同一の形状とされ、外シー
ト２３０の開口部分を覆い可能とされている。開封シート２７０は、長手方向における一
端側に半長円状に突出する掴み片２７１と、長手方向における他端側に半長円状に突出す
る連結片２７２を有している。開封シート２７０は、外周縁部が外シート２３０のフラン
ジ部２３５と接着されるもので、掴み片２７１と、連結片２７２は、フランジ部２３５と
重ね合わせたときに、フランジ部２３５より突出するように形成されている。
【００７９】
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　包装おにぎり１０Ｃの製造方法は、予め海苔２６１、２６５を、図１８に示すように、
米等のでんぷん質からなる糊で側壁部２６３と側壁部２６７、側壁部２６４と側壁部２６
８どうしを接着して、斜め上方が開口した中空な略三角柱形状に形成する。
【００８０】
　外シート２３０内にシート状食品２６０（海苔２６１、２６５）をセットした状態にし
ておく。内シート２４０の側壁形成片部２４４を三角壁部２４１に対して、側壁形成片部
２４５を三角壁部２４２に対して、内側に折り曲げ、壁形成シート２４８の接着面２４８
ｂを外側から貼り付けて、内シート２４０に側壁部２３３に対応する側壁を形成する。そ
して、壁形成シート２４８を折り返して貼り付けた部分と重ね合わせ、接着部形成片２４
８ｃを内シート２４０の開口縁部に沿って折り曲げ、内シート２４０を、図１８に示すよ
うな、斜め上方が開口した中空な略三角柱形状に形成する。
【００８１】
　そして、内シート２４０の内側におにぎり１００を配置する。おにぎり１００を内包し
た内シート２４０を、外シート２３０の内側に配置されたシート状食品２６０（海苔２６
１、２６５）の内側に配置する。
【００８２】
　フランジ部２３５に、フランジ形成片２４６、２４７、接着部形成片２４３ｂ、接着部
形成片２４８ｃを重ね合わせて、内シート２４０、外シート２３０の開口縁部を覆うよう
に開封シート２７０を配置して、外シート２３０のフランジ部２３５と開封シート２７０
の外周縁部とを接着して、包装おにぎり１０Ｃ（包装体２２０）が完成する。
【００８３】
　このとき、図２１（海苔２６１、２６５は省略してある）に示すように、接着部形成片
２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃは、フランジ部２３５及び開封シート２７０と接着され
るが、内シート２４０のフランジ形成片２４６、２４７は、フランジ部２３５と開封シー
ト２７０に挟み込まれるのみで、接着されない。
【００８４】
　そして、接着部形成片２４３ｂと開封シート２７０、接着部形成片２４８ｃと開封シー
ト２７０、が接着される部分の接着力は、フランジ部２３５と接着部形成片２４３ｂ、接
着部形成片２４８ｃが接着される部分の接着力より強固なものとする。
【００８５】
　換言すれば、開封シート２７０で開封するときに、フランジ部２３５と内シート２４０
（接着部形成片２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃ）との接着部分が剥がれて、内シート２
４０と開封シート２７０の接着部分が剥がれない状態とする。
【００８６】
　本実施形態では、剥がれやすく接着された、フランジ部２３５と接着部形成片２４８ｃ
との接着部分、フランジ部２３５と接着部形成片２４３ｂとの接着部分、が接着部２２１
、接着部２２２となるとともに、内シート２４０と外シート２３０との接着部分を剥離可
能な剥離手段２２３、剥離手段２２４となる。
【００８７】
　また、図２１、２２に示すように、始端部２２６ａにおいては、上から掴み片２７１、
接着部形成片２４８ｃ、フランジ部２３５の順に重ね合わされ、上端部分で掴み片２７１
、接着部形成片２４８ｃのみが接着されている。また、終端部２２６ｂ側においては、上
から連結片２７２、接着部形成片２４３ｂ、フランジ部２３５の順に重ね合わされ、下端
部分で連結片２７２、接着部形成片２４３ｂのみが接着されている。
【００８８】
　包装おにぎり１０Ｃの機能作用を説明する。掴み片２７１と、接着部形成片２４８ｃと
が接着された部分を手で持ち、図２２の状態から、開封シート２７０を接着部形成片２４
３ｂ側に引っ張ると、接着部形成片２４８ｃと開封シート２７０の掴み片２７１と、接着
部形成片２４８ｃとフランジ部２３５との接着力の違いから、フランジ部２３５と接着部
形成片２４８ｃとの接着部分が剥がれる。
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【００８９】
　そして、開封シート２７０を引っ張ると図２３に示すように、壁形成シート２４８が引
っ張られて、側壁形成片部２４４及び側壁形成片部２４５から壁形成シート２４８の接着
面２４８ｂが剥がれていき、壁形成シート２４８が全て引き出されて内シート２４０の側
壁部分が開放される。
【００９０】
　本実施形態では、図２３に示すように、剥がされる開封シート２７０と壁形成シート２
４８が切除部２２６となり、残りの部分が残余部２２７となる。つまり、包装体２２０に
おいて、切除部２２６は、掴み片２７１側に始端部２２６ａが設けられ、連結片２７２側
に終端部２２６ｂが設けられていることになる。
【００９１】
　また、内シート２４０のフランジ形成片２４６、２４７は、フランジ部２３５と開封シ
ート２７０に挟み込まれるのみであるので、開封シート２７０とフランジ部２３５とが引
き剥がされることにより、フランジ部２３５及び開封シート２７０と離れていく。
【００９２】
　さらに、開封シート２７０を剥がしていくと、図２４に示すように、連結片２７２と、
接着部形成片２４３ｂが接着されて連結されていることにより、内シート２４０を引っ張
り出すことが可能となる。
【００９３】
　内シート２４０を引っ張り出すと、外シート２３０（残余部２２７）が残り、手を汚さ
ずに、海苔２６１、２６５に覆われたおにぎり１００を得ることができる。このような構
成によっても、手を汚すことなく、包装おにぎり１０Ｃを開封して食べることが可能とな
る。
【００９４】
　上記構成の包装おにぎり１０Ｃでは、切除部２２６の終端部２２６ｂにおいて切除部２
２６と残余部２２７の内シート２４０とが連結されていることにより、切除部２２６を切
除する手の動きを利用して、おにぎり１００とシート状食品２６０との間にある残余部２
２７の内シート２４０を引き出し可能となる。また、第一の実施形態の包装おにぎり１０
、第二の実施形態の包装おにぎり１０Ａに比して、切除部２２６が小さくなるので、引っ
張り出す動作領域を小さくすることができる。
【００９５】
　また、包装体２２０は、おにぎり１００を内包した状態において、内シート２４０と外
シート２３０とが重ね合わされて接着された接着部２２１、２２２を有し、包装体２２０
には、切除部２２６が切除されるときに、内シート２４０と外シート２３０との接着部分
を剥離可能な剥離手段２２３、２２４が配設されている構成としているので、内シート２
４０を容易に引き抜くことができる。
【００９６】
　上記の第三の実施形態の包装おにぎり１０Ｃの変形例を図面に基づいて説明する。以下
の説明において、第三の実施形態と同じ構成については、同一符号を付し全部又は一部の
説明を省略する。
【００９７】
　包装おにぎり１０Ｃ１では、外シート２３０が、図２５の二点鎖線で参照するように、
開口縁部に沿うように易開封性を有する。そして、側壁部２３３の上部の前後方向におけ
る中央部には、図２５に示すように、左斜め上側に突出するリブ２３６が配設されている
。リブ２３６は、左右方向からみて上下方向に沿って、側壁部２３３の上部とフランジ部
２３５の下面側とを連結するように形成されている（方向については図１８参照）。リブ
２３６には、切り込み２３６ａが形成されている。
【００９８】
　そして、接着部形成片２４３ｂとフランジ部２３５、接着部形成片２４８ｃとフランジ
部２３５、が接着される部分の接着力は、接着部形成片２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃ
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と開封シート２７０が接着される部分の接着力と同等とする。
【００９９】
　換言すれば、開封シート２７０で開封するときに、外シート２３０のフランジ部２３５
と、内シート２４０（接着部形成片２４３ｂ、接着部形成片２４８ｃ）と、開封シート２
７０と、の接着部分が一体となって分離される状態とする。
【０１００】
　本変形例においても、フランジ部２３５と接着部形成片２４８ｃとの接着部分、フラン
ジ部２３５と接着部形成片２４３ｂとの接着部分、がそれぞれ接着部２２１、接着部２２
２となる。
【０１０１】
　図２５、２６に示すように、リブ２３６と、切り込み２３６ａと、開口縁部に沿って開
封性を有する外シート２３０とで、切除部２２８が切除されるときに、接着部２２１、２
２２から包装体２２０の切除部２２８以外の部位（残余部２２９）を構成する内シート２
４０及び外シート２３０が分離可能とされる分離手段２２５が構成される。なお、外シー
ト２３０に付された二点鎖線は、外シート２３０の切断予定線で、分離手段２２５の理解
を容易にするためのものである。また、本変形例は、第三の実施形態の変形例であるが、
分離手段２２５は、特許請求の範囲における請求項１の分離手段に相当する。
【０１０２】
　包装おにぎり１０Ｃ１の機能作用を説明する。掴み片２７１と、接着部形成片２４８ｃ
とが接着された部分を手で持ち、図２５の状態から、開封シート２７０を接着部形成片２
４３ｂ側に引っ張ると、一体化しているフランジ部２３５も引き上げられ、切り込み２３
６ａから、リブ２３６が側壁部２３３に向かって切れ、さらに側壁部２３３との境界部分
から、側壁部２３３の前後方向にそれぞれ別れて切れていく（図２５の丸内参照）。
【０１０３】
　そして、外シート２３０は開口縁部に沿うように易開封性を有することから、図２６に
示すように、符号２２５が付された二点鎖線に沿って、三角壁部２３１、２３２の斜め下
側に（フランジ部２３５と略平行となるように）切れていく。さらに、側壁部２３４の前
後の端部から中央に向かってそれぞれ切れていき合流する。換言すれば、フランジ部２３
５と略平行に輪切り状となるように、三角壁部２３１、２３２、側壁部２３３、２３４が
切り離されていくことになる。
【０１０４】
　なお、切り離される過程における、開封シート２７０、壁形成シート２４８、側壁形成
片部２４４、側壁形成片部２４５、の機能作用、フランジ形成片２４６、２４７、フラン
ジ部２３５、開封シート２７０の機能作用は、図２３に示す包装おにぎり１０Ｃと同様で
あるので説明は省略する。
【０１０５】
　本実施形態では、図２６に示すように、包装おにぎり１０Ｃ１の包装体２２０の符号２
２５が付された二点鎖線を境界として、右側の部分を構成する、外シート２３０の三角壁
部２３１、２３２、側壁部２３３、２３４、フランジ部２３５、開封シート２７０、壁形
成シート２４８、が切除部２２８となり、包装おにぎり１０Ｃ１の包装体２２０の符号２
２５が付された二点鎖線を境界として、左側の残りの部分が残余部２２９となる。つまり
、包装体２２０において、切除部２２８は、掴み片２７１側に始端部２２８ａが設けられ
、連結片２７２側に終端部２２８ｂが設けられていることになる。
【０１０６】
　さらに、切除部２２８を分離していくと、図２７に示すように、連結片２７２と、接着
部形成片２４３ｂが接着されて連結されていることにより、内シート２４０を引っ張り出
すことが可能となる。
【０１０７】
　内シート２４０を引っ張り出すと、外シート２３０（残余部２２９側の）が残り、手を
汚さずに、海苔２６１、２６５に覆われたおにぎり１００を得ることができる。
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【０１０８】
　このような構成によっても、包装体２２０の切除部２２８以外の部位を構成する内シー
ト２４０及び外シート２３０に接着部２２１、２２２が含まれないようになるので、内シ
ート２４０を容易に引き抜くことができることにつながる。よって、手を汚すことなく、
包装おにぎり１０Ｃ１を開封して食べることが可能となる。
【０１０９】
　本発明の包装おにぎりは上記第一～三の実施形態、及び、第三の実施形態の変形例に限
定されるものではない。即ち、第一～三の実施形態、及び、第三の実施形態の変形例に現
わされた発明の要旨を逸脱しない限り各種の設計変更等が可能である。
【０１１０】
　例えば、切り込み２６、２６Ａ（図３、図１２参照）は、接着してから形成したが、予
め、外シート３０、３０Ａ、内シート４０、４０Ａの対応する位置に切り込みを形成して
から接着することも可能である。
【０１１１】
　また、誘導孔２９Ａ（図１２参照）も接着してから形成したが、予め、外シート３０Ａ
の対応する位置に孔を形成してから接着することも可能である。
【０１１２】
　また、海苔２６１の側壁部２６３、２６４、海苔２６５の側壁部２６７、２６８の短手
方向の幅は、シート状食品２６０の側壁部分を形成できるのであれば適宜変更することが
できる（図１９参照）。
【０１１３】
　また、図１９の二点鎖線に示すように、例えば、図１８の状態のシート状食品２６０の
開口部分を覆うように、三角壁部２６２から台形状の覆い部分を延設することも可能であ
る。また、覆い部分を三角壁部２６６から延設することも可能であり、さらに、三角壁部
２６２及び三角壁部２６６から延設させることも可能である。
【０１１４】
　また、包装おにぎり１０、１０Ｃ１を、開封切除するときに切る方向を誘導、補助する
手段として、カットテープ３１、カットテープ４１、カットテープ１３８等を用いたが（
図３参照）、当該機能を有するのであれば、ミシン目、カットライン等既存の技術を用い
ることができる。
【０１１５】
　また、外シート３０、内シート４０、に設けられた分離手段としてのミシン目３２、４
２を用いたが（図１参照）、当該機能を有するのであれば、カットライン等の既存の分離
手段を用いることができる。
【０１１６】
　また、包装おにぎり１０において、幅広接着部２４（図３参照）を設けないで、外シー
ト３０、内シート４０に直接切り込みを設け、外シート３０、内シート４０を切り離すこ
ともできる。さらに、包装おにぎり１０Ａのように、連結ブリッジ４３Ａ（図１２、図１
６参照）を、内シート４０の内側に配設し、切り離される切除部２７と残余部２８に残る
内シート４０とを架け渡すようにすることも可能である。この場合、ミシン目３２、４２
（図１参照）を省略することができる。
【０１１７】
　また、シート状食品５０、２６０（図１、図９、図１９参照）は、海苔５１、２６１、
２６５としたが、うす焼卵、薄切り焼き肉等シート状の食品を適用することができる。
【０１１８】
　また、包装おにぎり１０Ｃにおいて（図２１参照）、接着部形成片２４８ｃと掴み片２
７１のフランジ部２３５より突出する部分、接着部形成片２４３ｂと連結片２７２のフラ
ンジ部２３５より突出する部分、のみが、接着力がフランジ部２３５と開封シート２７０
が接着される部分の接着力より強固なものとすることも可能である。
【０１１９】
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　また、包装おにぎり１０Ｃ１において（図２５、図２６参照）、外シート２３０の切除
部２２８となる部分と、残余部２２９となる部分とを別体で構成し、境界部分を重ね合わ
せて接着することで切り離し可能とすることもできる。
【符号の説明】
【０１２０】
１０　包装おにぎり
１０Ａ　包装おにぎり
１０Ｃ　包装おにぎり
１０Ｃ１　包装おにぎり
２０　包装体
２３　接着部
２７　切除部
２７ａ　始端部
２７ｂ　終端部
２８　残余部
２０Ａ　包装体
２１Ａ　誘導手段
２２Ａ　誘導手段
２３Ａ　接着部
２５Ａａ　二重接着部
２６Ａ　切り込み
２７Ａ　切除部
２７Ａａ　始端部
２７Ａｂ　終端部
２８Ａ　残余部
２９Ａ　誘導孔
３０　外シート
３２　ミシン目
３０Ａ　外シート
４０　内シート
４２　ミシン目
４０Ａ　内シート
４３Ａ　連結ブリッジ
５０　シート状食品
５１　海苔
２２０　包装体
２２１　接着部
２２２　接着部
２２３　剥離手段
２２４　剥離手段
２２６　切除部
２２５　分離手段
２２６ａ　始端部
２２６ｂ　終端部
２２７　残余部
２２８　切除部
２２８ａ　始端部
２２８ｂ　終端部
２２９　残余部
２３０　外シート
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２３６ａ　切り込み
２６０　シート状食品
２６１　海苔
２７０　開封シート
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】
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